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1 はじめに－実践事例普遍化小委員会の活動報告について 

 

 実践事例普遍化小委員会は 3 年間にわたり活動を行った。小委員会の設置目的及び（当初

の）検討内容は以下の通りである。 

 

[目的] 

・学習支援に係る先行大学における実践事例の調査とその普遍化のための検討 

[検討内容] 

・ラーニング・コモンズの学習環境デザインについての事例調査及び普遍化の検討 

・学内教育関連組織と連携した情報リテラシー教育に関する事例調査及び普遍化の検討 

 

これらの目的及び検討内容に沿って，初年次は予備的な事例調査を行い，2 年次には特別

委員会委員所属の 12大学図書館と顕著な活動を行っている２つの私立大学図書館の事例調

査（一部訪問調査を含む）を行った。対象となった大学は，北海道大学，東北大学，千葉

大学，筑波大学，新潟大学，お茶の水女子大学，金沢大学，静岡大学，名古屋大学，大阪

大学，広島大学，九州大学，国際基督教大学，同志社大学の 14 大学である。事例調査と合

わせて，ラーニング・コモンズに関する邦語文献リストも作成した。 

これらの成果については，2 年次に筑波大学東京キャンパスで開催した小委員会による事

例報告会「伝統的な図書館を超える図書館活動―学修支援の実際―」で報告を行った。事

例調査のまとめは，当日作成した展示用ポスターや発表資料などと共に，国立大学図書館

協会のホームページから公開しているので参照されたい。 

 

 上記の事例調査は 57 項目による詳細なものだが，大きく分類すると主に以下の 6 つの内

容から構成されている。 

(1) ラーニング・コモンズの目的，ミッション，基本コンセプト等に関すること 

(2) ラーニング・コモンズの設計や設備，什器等に関すること 

(3) ラーニング・コモンズでの人的支援やコンテンツに関すること 

(4) 運営方法や組織，連携組織等に関すること 

(5) ラーニング・コモンズの評価に関すること 

(6) 情報リテラシー教育に関すること 

   

 調査対象の 14 大学の内，図書館外にラーニング・コモンズを設置しているのは同志社大

学のみで残りの大学は全て，図書館内にラーニング・コモンズを設置している。 

  小委員会では，大学の規模によってラーニング・コモンズ設置や設備，活動に関する実

情には相違があるものの，これらの主に大規模大学でのラーニング・コモンズ関連事業の

事例が概ね国立大学図書館における現状と今後の方向性を反映しているものと想定した。
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併せて教育学・図書館情報学の識者や大学図書館関係者による論考や事例報告，文部科学

省による複数の政策文書（中央教育審議会答申，科学技術・学術審議会「審議のまとめ」）

に現れた新しい教育手法の提言や大学図書館の役割に関する提言などを考慮しつつ，現状

の整備状況と理念の最大公約数を踏まえた「ラーニング・コモンズの在り方―共通理解の

ために」を，実践事例の普遍化の手続きを経た提案として取りまとめた。 

 「ラーニング・コモンズの在り方」に関しては，概ね事例調査での 1 から 5 の事項を踏

まえて，ラーニング・コモンズの在り方について提案を行っている。加えて，「ラーニング・

コモンズの在り方」を参照してラーニング・コモンズを各大学図書館で整備し，学習支援

を行う場合の自己点検ツールとして，「チェックリスト」を提案に付した。 

3 年次の平成 27 年 1 月には，平成 26 年度国立大学図書館協会シンポジウムとして「学

生の学習活動を促すもの―理念と実践としてのラーニング・コモンズ」を，名古屋大学を

会場として開催した。シンポジウムでは，この提案の趣旨説明を行った上，当日の参加者

から提案への意見を聴取し，できる限り提案に反映させた。 

 最終年次には，日本大学の小山先生にアドバイザーとしてご参加頂き，第一線の識者の

立場から小委員会の検討に加わって頂くとともに，この報告の分担執筆にもご協力頂いた。 

 

 本報告ではこれらの成果を踏まえて，以下の 5 つに分けて小委員会の検討内容を報告す

る。なお，2 には簡単なラーニング・コモンズ関連の英文文献紹介を，3 にはやや詳細な日

本語の文献レビューを付している。 

 

2 北米におけるラーニング・コモンズ導入事情 

3 国内のラーニング・コモンズ導入状況とその背景 

4「ラーニング・コモンズの在り方―共通理解のために」の解説 

5「ラーニング・コモンズの在り方―共通理解のために」及びチェックリスト（小委員会提

案） 

6 チェックリストによる自己点検適用事例（委員所属 9 大学） 

 

2，3 により，国内外のラーニング・コモンズの背景や導入状況について理解するための

情報を提供し，4，5 で，今後のラーニング・コモンズの在り方（目指すべき方向）につい

て小委員会としての提案を行う。6 では，5 のチェックリストによる委員の所属大学の自己

点検適用事例を収録する。初年次に行った事例調査のまとめは，先に触れたように本協会

のホームページで公開しており，今回の提案作成のために分析対象となった個別大学の事

例が参照可能である。6 とこの事例調査のまとめを合わせて見ることにより，詳細な個別事

例と，実践事例をどのように自己点検したか，参照できる。 

なお，検討対象のうち，情報リテラシー教育に関しては，ラーニング・コモンズを活用

した人的支援の不可欠の部分という認識は委員間で共有しているものの，情報リテラシー
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教育検討小委員会によるスタンダードの作成を除いて具体的な検討には至らなかった。今

後の検討課題としたい。 

執筆分担は，1，2 が神戸大学の内島，3 が日本大学の小山憲司氏，それ以外は全て小委

員会委員全員による。 

 

国立大学図書館協会ホームページ(参照 2015-03-19) 

平成 25 年度事例報告会・関係資料 

http://www.janul.jp/j/projects/sftl/seminar2013/seminar201401.html 

平成 25 年度事例報告会・事例調査集計表（14 大学） 

http://www.janul.jp/j/projects/sftl/seminar2013/summary.pdf 

平成 26 年度シンポジウム・関係資料 

http://www.janul.jp/j/operations/symposia/2014/symp2014.html 

 

2 北米におけるラーニング・コモンズ導入事情 

2.1 北米におけるラーニング・コモンズ導入事情 

 ラーニング・コモンズは北米の大学図書館が発祥地であり，北米では現在も拡大を続け

ているが，図書館の新しいサービス（施設）としてはインフォメーション・コモンズが先

行している。アメリカのビーグルの議論１）に象徴されるように，ラーニング・コモンズは

歴史的にも機能的にもインフォメーション・コモンズの発展形として理解される。 

 インフォメーション・コモンズは 1990 年代にインターネットの普及と並行して，インタ

ーネット時代の大学図書館の対応策として導入が進んだ。よく言及される 1990 年代の代表

的なインフォメーション・コモンズがアイオワ大学の Information Arcade（1992 年設置）

と南カリフォルニア大学のリーヴィ(Leavy)図書館のインフォメーション・コモンズ（1994

年設置）である。アイオワ大学は 1996 年には，ハーディン(Hardin)医学図書館にもインフ

ォメーション・コモンズを設置している。なお，1990 年以降のインフォメーション・コモ

ンズの導入史に関しては，2.2 で紹介する文献[3]の末尾に簡単なリストがある 2)。加藤・小

山編訳の『ラーニング・コモンズ 大学図書館の新しいかたち』にも北米の主なラーニング・

コモンズ（あるいはインフォメーション・コモンズ）の一覧が掲載されているので参照さ

れたい 3)。 

 1990 年代は言うまでもなく，インターネットの普及に伴い，図書館が提供するコンテン

ツを含めた電子的な環境が大きく変化した時代であるが，オンライン目録が一般化してい

た1980年代半ばにはすでに電子的な環境整備に伴う図書館の機能や役割の変化について議

論が行われていた 4)。典型的な議論は，ユーザのオンライン資源への習熟に伴い，図書館の

役割は施設の提供というよりは，仮想的な知識ベース（Knowledge Base）の提供にシフト

するというものである。この議論では，場としての図書館の役割は縮小するものと考えら

れている。一方，図書館資料は電子的に提供され，図書館の機能は場所を問わない情報ア
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クセスの確保にシフトするが，場所としての図書館はコンピュータ等のハード資源の設置

場所としては言うまでもなく，学習スペースやアカデミックな人的サポートの提供場所と

してその価値を持続するという意見も見られた。図書館サービスのパラダイムシフトが予

想されるにしても，図書館が本来の価値に忠実であれば，単に情報を収集して組織化し提

供するだけでなく，図書館に人やアイディアを呼び込み，人々の間に対話をもたらすこと

になるだろうという予測もあった。 

 インターネットと図書館資料電子化の時代を直前にして行われたこうした予想はその後

の動向を考えると，おおむね的確だった。図書館は OPAC や電子ジャーナル，データベー

スを提供するようになり，紙媒体の資料の所蔵から，情報へのアクセスにシフトした。こ

うした歴史的な進展は北米も日本も同じ状況であった。 

北米の先導的な図書館ではインフォメーション・コモンズを設置し，多様な生産性ソフ

トウエアをインストールした PC 群を配置するとともに，PC の利用に関する人的サポート

を提供することにより，図書館資料の利用を超える新たなニーズに応える体制を整備した。

1990 年代から 2000 年代を通してインフォメーション・コモンズの設置大学は北米だけで

なくオーストラリアやヨーロッパ等でも拡大し，図書館サービス及び施設の刷新が進んだ。 

 インフォメーション・コモンズは電算資源とサポート体制の提供を行う中で，コンピュ

ータセンター等との連携を行うようになる。例えば，図書館のインフォメーション・コモ

ンズ・スペースで PC や図書館を利用するユーザに対するヘルプデスクを，コンピュータセ

ンターのスタッフと図書館のレファレンススタッフが共有して，ワンストップの支援体制

を提供するようになってきた。PC やソフトウエアの個人使用だけでなく，電算資源を利用

したグループ学習や資料等を参照しながらのゆったりした PC 操作や学習，更に授業や資料

作成，プレゼンテーションのための電子的なツールを備えたスペースも用意されるように

なり，インフォメーション・コモンズは PC や電子的ツールの利用支援をベースにしつつも，

グループでのコラボレーションを可能にする共同学習空間の色彩を強く帯びるようになっ

てきた。 

 一方で，学習理論や授業手法（Pedagogy）が，学習者中心（Learner-Centered）へとシ

フトする教育環境の変化が並行し，いわゆるアクティブ・ラーニングが重要視されるよう

になった。こうした教育側の要請は，インフォメーション・コモンズの共同学習空間的要

素を更に強化し押し進める契機ともなった。インフォメーション・コモンズは学生の主体

的な学習を促し，学生（間）のアカデミックな知見・情報の交換や咀嚼を通して，知識創

造に関与することが求められるようになる。これが，インフォメーション・コモンズがラ

ーニング・コモンズに進化していく背景となった。情報アクセスが支配的になる将来にお

いても，図書館は人や利用者間のコミュニケーションを呼び込むようになるだろうという

意見は概ね的確だったことが分かる。 

よく知られているように，ビーグルはインフォメーション・コモンズを４段階

（Adjustment 調整→Isolated Change 孤立した変化→ Far-reaching Change 広範囲の変
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化→ Transformation 転移）に分類し，インフォメーション・コモンズがキャンパス全体の

教育カリキュラム等との密接な関連で運営される時，「転移」（Transformation）が起き，

インフォメーション・コモンズはラーニング・コモンズとなると定義 5)した。ベネットは，

インフォメーション・コモンズは大学のミッション（教育目的）を支援するがラーニング・

コモンズは大学のミッションを決定 6)する，と述べている。インフォメーション・コモンズ

は情報アクセスを提供して学生の知識創造を支援するが，ラーニング・コモンズは授業や

カリキュラムの一部として人的支援や施設・設備を提供することにより大学のミッション

（教育目的）を実現する主体となる，というのがこれらの主張と考えられる。 

実際に北米では，（全てではないが）インフォメーション・コモンズはコンピュータセン

ターとの連携を超えて，教育を実施する図書館外組織との連携協力を押し進めることによ

り，教育や授業に密接に関連するラーニング・コモンズと呼ばれるにふさわしい施設にな

りつつあるように思われる。ラーニング・コモンズ内にこれらの組織のサービスを引き込

んでワンストップサービスを提供する大学も増加している。例えば，ネットワーク情報連

合（Coalition for Networked Information=CNI）のリッピンコットは，インフォメーショ

ン・コモンズのキャンパス内パートナーとして，図書館，情報基盤センター（この 2 組織

はリーディングパートナーとしている），アカデミックコンピューターセンター，教育・学

習センター，ライティング・センター，キャリアセンター等を挙げている 7)。ジョージア工

科大学のように，当初から複合的な施設や組織の集合体としてラーニング・コモンズを建

築した大学も現れている 8)。 

 日米間の最も大きな相違は，北米ではまずインフォメーション・コモンズが先行し，情

報や電子的なツールの提供を行うことによりインターネット時代のニーズに応えてきたこ

とである。一方，日本では図書館リソースの電子化は図書を除いて大きく前進し，資料の

所蔵から情報アクセスへのシフトは進んだものの，インフォメーション・コモンズのよう

に理念と形態のはっきりした図書館サービスの変化や取り組みはほとんど見られなかった。

ラーニング・コモンズはこのような日米の図書館事業のギャップを埋めるように，わが国

の教育における理念の変化を踏まえて，ここ数年で急速に導入が進んだ。 

 しかし，情報時代に必要なスキルや情報ニーズ，知識創造に応えるという本来の図書館

の機能の延長上に，インフォメーション・コモンズ的サービスのさらなる展開としてラー

ニング・コモンズが構想されるのではなく，共同学習やアクティブ・ラーニングという新

しい教育パラダイムの受け皿としてラーニング・コモンズが導入されることが多く，ラー

ニング・コモンズにおいてどのようなサービスを実現するのかについて制度的な議論があ

まり行われていない。結果として，従来と異なるポリシー（会話可能，飲食可能等）を持

ち，グループで使える什器やリラックス空間などを備えた共同学習・生活空間として導入

されることが多かったようにも思われる。このような特色を持つ日本のラーニング・コモ

ンズ導入状況については 3 で詳しく報告する。 

 今後，大学図書館がラーニング・コモンズを導入し発展させていく場合，発祥地である
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北米の 20 年近くの歴史的な展開と先進的な取り組みの現状をも参考にしながら，新しい空

間や設備の導入を超えて本質的な機能をどのようにラーニング・コモンズとして実現して

いくのか，図書館が本来備えている情報アクセスの提供や情報リテラシー教育機能を土台

にしながら，議論することが必要である。 

今回，小委員会として起草した「ラーニング・コモンズの在り方―共通理解のために」

は，国内の実践事例を踏まえて，そうした議論の土台となることを意図している。 
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6) スコット・ベネット. インフォメーション・コモンズあるいはラーニング・コモンズ : 私

たちはどちらを持つのか？ 前掲 3) p.77-83  

7) Joan K. Lippincott. “Information Commons: Surveying the Landscape”. 前掲 2) p.27 

8) 川井奏美, 野田晶子. 米国大学図書館における利用者行動調査とラーニング・コモンズの

整備について－ロチェスター大学とジョージア工科大学の事例―. 大学図書館研究. 

2013, vol.98.  http://www.jcul.jp/ojs/index.php/daitoken/article/view/155/100, (参照

2015-03-17) 

 

2.2 英語によるラーニング・コモンズ関連文献について 

 北米の状況を知るためには，加藤信哉・小山憲司による『ラーニング・コモンズ 大学 

図書館の新しいかたち』（勁草書房）で紹介されている論文・図書と著者らのレビューがま

ず役に立つ。同書で紹介されている文献以外にも，英語によるラーニング・コモンズ関連

文献は極めて多く，全てを紹介することはできない。ここでは，北米のラーニング・コモ

ンズへの導入として参考となるレビュー文献と代表的な図書，調査統計のみ幾つか紹介す

る。これらは本章（2）の執筆にあたり参照したものである。ただし，[1][2][6][7]を除いて，

加藤・小山の編訳書でも紹介されている。加藤・小山編訳書掲載論文と重なるものも一部

あるが，北米のインフォメーション・コモンズ及びラーニング・コモンズに関する議論の

変遷を追いたい場合，下記のレビュー論文が役に立つ。 
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本章（2）の執筆にあたり下記を参照した。[6][7]を除いて，加藤・小山の編訳書でも紹

介されている。 

 

 加藤・小山の訳編書掲載論文と重なるものもあるが，北米のインフォメーション・コモ

ンズ及びラーニング・コモンズに関する議論の変遷を追いたい場合，下記のレビュー論文

が役に立つ。 

 

[1]Tim Held. The Information and learning commons: a selective guide to sources. 

   Reference Service Review vol.37, No.2, 2009, Emerald 

 

[2] Arlee Turner, Bernadette Welch, Sue Reynolds. Learning Spaces in Academic  

Libraries – A Review of the Evolving Trends. Australian Academic & Research  

Libraries vol.44, No.4, 2013, Taylor & Francis 

 

[2]のレビューは，ビーグル(Beagle)，ベイリー(Baily)，ティエルニー(Tierney)らによ

るインフォメーション・コモンズとラーニング・コモンズの間に本質的な段階を設定す

る論調と，理論どおりには定義づけられない実情を個別に紹介・議論している２つの流

れの論文を紹介している。主に北米の文脈で，ラーニング・コモンズを理論的に整理し

つつ，現状をバランス良く知るために有益な論文情報を提供している。 

 

[3] Charles Forrest, Martin Halbert. A Field Guide to the Information Commons. 

   Lanham, The Scarecrow Press, 2009 

 

概論的な論文と事例報告から構成されている。概論では，インフォメーション・コモ

ンズのコンセプトや北米の背景事情について論じている。事例報告は，アメリカのラー

ニング・コモンズがインフォメーション・コモンズとしての性格を強く持ち，PC やソフ

トウエア，電子的なツールなどを提供しながら，学生アシスタントを雇用して，PC やソ

フトウエアの利用支援とレファレンスサービスの統合を行っている状況について詳細な

情報を提供している。図書館とコンピュータセンターとの連携による事業が多い。 

 事例報告は，ブリガムヤング大学，バックネル大学，カリフォルニア州立工科大学，

エモリー大学，ジョージア工科大学など，北米・ニュージーランド・南アフリカの 29

の大学が収録されている。 

 

[4] Barbara Schader. Learning Commons : Evolution and Collaborative Essentials. 

   Oxford, Chandos Publishing Limited, 2008 
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[3]の類書と言ってよい。[3]と同じく概論と事例から構成されている。タイトルからわ

かるように，インフォメーション・コモンズからラーニング・コモンズへの展開を念頭

に置いた図書である。事例は[3]よりかなり詳しく解説しており，従って紹介例は 10 大

学と少ない。事例を見ると，ラーニング・コモンズと言いながら，歴史を反映してイン

フォメーション・コモンズ的性格が強いように思われる。カルガリー大学，オハイオ大

学など北米やイギリスの大学の事例が収録されている。 

 

[5] Donald Robert Beagle : The Information Commons Handbook. 

New York, Meal-Schuman Publishers, 2006 

 

 識者のラーニング・コモンズに関する論考には必ず引用されると言っても過言でない

図書である。インフォメーション・コモンズとラーニング・コモンズの定義，そして両

者の本質的な相違を，北米の状況を踏まえつつ定式化したもので，コンセプトだけでな

く，マニュアルとして計画立案から導入まで多様な要素を詳細に検討している。これか

らラーニング・コモンズを導入する大学図書館やラーニング・コモンズの議論にも有用

だが，北米の大学及び図書館制度が背景にあるので，その点を斟酌する必要がある。付

録として CD の事例集がセットになっている。 

 

[6] SPEC Kit 281 Information Commons. Association of Research Libraries, 2004 

  

アメリカ研究図書館連合（ARL）のアンケート調査の集計結果をレポートしたもの。

ARL 所属館 123 館のうち 74 館がアンケートに回答し，そのうち 22 館（30％）がイン

フォメーション・コモンズを導入していると回答している。ARL 所属の大規模図書館だ

けであるが，北米でもすべての大学がインフォメーション・コモンズを持っていたわけ

ではないことがわかる。2004 年時点の大規模館での状況について詳細な情報を提供する。 

以下でアクセス可能である。 

http://www.arl.org/storage/documents/publications/spec281web.pdf, 

(参照 2015-03-17) 

 

[7] SPEC Kit 342 Next-Gen Learning Spaces. Association of Research Libraries, 2014 

 

[6]の続編となる調査結果。おそらく北米の最新の状況を知るにはもっとも母数の多い

情報を提供している。125 の所属館のうち 72 館が 2014 年 4 月の期限までに回答を寄せ

ている。前回と異なり，全回答館がラーニング・コモンズ（あるいはインフォメーショ

ン・コモンズ）を設置している。タイトルが 2004 年の Information Commons から，

Next-Gen Learning Space（次世代学習空間）に変わっているのが，この間の北米の状
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況を象徴している。 

 内容は，調査結果（要約，質問表及び回答，回答機関），ドキュメント集（ラーニング・

コモンズ事例，教育空間，フロアープラン及びマップ，学習空間のマーケッティング，

プログラム及び教育のマーケッティング）などから構成されている。特に，調査結果の

自由記述の回答部分や各大学の事例や活動を紹介した資料集が 2014 年現在の北米の先

進的な現状を知るために大変役に立つ。巻末に文献リストがある。 

 

   ARL の下記のサイトでデジタル版が購入可能である。 

  http://publications.arl.org/Next-Gen-Learning-Spaces-SPEC-Kit-342/,  (参照

2015-03-17) 

 

3 国内のラーニング・コモンズ導入状況とその背景 

3.1 ラーニング・コモンズと政策的背景 

 近年，ラーニング・コモンズの導入が急速に進みつつある。たとえば，文部科学省が毎

年実施している調査「大学における教育内容等の改革状況について」によれば，ラーニン

グ・コモンズを整備，活用している大学は，2011 年度に 257 大学（全体の 33.9%）であっ

たが，2012 年度には 321 大学（同 41.8%）へと，ここ 1 年の間で 64 大学も増加している

1)2)。設置者別にみると，国立大学では，2011 年度に 64.0%であった設置率が，2012 年度

には 75.6%と 10.6 ポイント増加した（図 1-1）。公立大学では 24.7%（2011 年度）から 34.1%

（2012 年度）へ 9.4 ポイントの上昇，そして私立大学では 7.3 ポイント上昇の 30.8%から

38.1%に，それぞれ増加している。 

 

図 1-1 ラーニング・コモンズの設置状況（設置者別） 
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上述の調査でラーニング・コモンズが調査対象となったのは，2011 年度からである。そ

の背景には，2008 年 12 月に中央教育審議会から答申された『学士課程教育の構築に向け

て（答申）』3)以来，文部科学省が大学教育改革を積極的に進めていることと無縁ではない

であろう。たとえば，2010 年 12 月に科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会

学術情報基盤作業部会から公表された『大学図書館の整備について（審議のまとめ）－変

革する大学にあって求められる大学図書館像－』4)では，大学図書館を取り巻く環境の変化

に対応して，大学図書館に求められる機能や役割を明示している。その筆頭に「学習支援

及び教育活動への直接の関与」が掲げられ，ラーニング・コモンズや人的支援について言

及されている。 

続く 2012 年 8 月の中央教育審議会答申『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に

向けて（答申）～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～』5)では，アクティ

ブ・ラーニングをキーワードとして，「生涯にわたって学び続ける力，主体的に考える力を

もった人材の育成」のため，大学生の主体的な学修を促すことが求められている。主体的

な学修を実現するためには，そのための環境整備も欠かせない。同答申は，その方策のひ

とつとして，図書館機能の充実を指摘し，千葉大学のアカデミック・リンク・センター，

および上智大学図書館のラーニング・コモンズを具体的な事例として紹介している。 

さらに 2013 年 8 月には，科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会から「学修環

境充実のための学術情報基盤の整備について（審議のまとめ）」6)が公表された。ここでい

う学術情報基盤とは，図書館を含む，「知識インフラとして，大学における教育研究活動の

根幹を支えるもの」ととらえられており，学修環境を充実させるための課題として，コン

テンツ，学習空間，人的支援の 3 つが掲げられている。 

これら政策文書からも，ラーニング・コモンズが国の大学教育改革における目玉政策の

ひとつに数えられていることが示唆されるが，そのことは，その裏付けとなる数多くの財

政的な支援が行われていることからも明らかであろう。たとえば，国立大学では，2011 年

度から「第 3 次国立大学法人等施設整備 5 か年計画」が進められており，そのひとつに耐

震改修が含まれている。徳島大学や大分大学をはじめ，こうした機会を利用して，ラーニ

ング・コモンズを展開する大学がある。また，2012 年度国立大学法人等施設整備実施予定

事業の補正予算では，22 大学 23 図書館で施設設備の改修にかかる予算措置が行われ，ラー

ニング・コモンズをはじめとする学修環境の整備が進められてきた。一方，私立大学にお

いても，同じく 2012 年度から「私立大学等教育研究活性化設備整備事業」で，中央教育審

議会答申にも謳われた教育の質的転換を目指す活動にかかる補助金の交付が行われている。

この事業に申請し，補助金を受けた大学のなかには，ラーニング・コモンズを整備したと

ころも少なくない。 

 

3.2 アクティブ・ラーニング・スペースの導入とその運用状況  

 文部科学省は2012年度より，大学図書館等を対象とした学術情報基盤実態調査のなかで，
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主体的な学修を支援するアクティブ・ラーニング・スペースの設置，運用状況についても

調査している 7)8)。これによれば，2012 年度にアクティブ・ラーニング・スペースを設置，

運営している大学図書館は 226 館（全体の 15.1%），2013 年度は 306 館（同 20.6%）と，

80 館増加している。この調査は，部局図書館・室を含む大学図書館全体を対象としている

ため，必ずしも設置率が高いとは言えないかもしれないが，それでも 5 館に 1 館の割合で

ラーニング・コモンズに相当するスペースが設置されていることが確認できる。 

図 1-2 は，設置者別にアクティブ・ラーニング・スペースの設置状況を示したものである。

2013 年度に着目すると，国立大学では 25.6%，公立大学では 13.2%，私立大学では 20.1%

の図書館がこれを設置，運用している。 

 

 

図 1-2 アクティブ・ラーニング・スペースの設置状況（設置者別） 

 

 アクティブ・ラーニング・スペースは，大学内の学生，教職員が等しく利用できる中央

図書館に設置されることが多い。図書館資料をはじめとする学習・研究コンテンツが充実

していること，比較的大きな学習空間を確保できること，そして図書館職員をはじめ，情

報リテラシー教育など学習支援にかかる人的支援を提供しやすいことなどが主な理由であ

る。たとえば，2013 年度時点で，中央図書館にアクティブ・ラーニング・スペース設置さ

れているのは，国立大学では半数以上にあたる 55.8%（48 大学），公立大学では 16.9%（14

大学），私立大学では 26.1%（158 大学）であった（図 1-3）。 

 さらに，大学の規模別にアクティブ・ラーニング・スペースの設置状況を集計したもの

が図 1-4 である。グラフ内の A は 8 学部以上を有する大学，B は 5 から 7 学部，C は 2 か

ら 4 学部，そして D は単科大学を表している。これによれば，規模の大きな大学の中央図

書館でアクティブ・ラーニング・スペースの整備が進んでいることが確認される。たとえ
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ば，国立大学 A では約 7 割，私立大学 A では 2 校に 1 校以上の割合で中央図書館にアクテ

ィブ・ラーニング・スペースが設置されている。A 規模の公立大学は，大阪市立大学と大阪

府立大学の両校で，いずれもアクティブ・ラーニング・スペースを設置している。また，

国立の B や C 規模の大学でも整備が進みつつあるほか，私立大学 B でも約 4 割の中央図書

館にアクティブ・ラーニング・スペースが設置されている。 

 

図 1-3 アクティブ・ラーニング・スペースの設置状況（中央図書館，設置者別） 

 

 

図 1-4 アクティブ・ラーニング・スペースの設置状況（中央図書館，設置者別，規模別） 
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3.3 ラーニング・コモンズの今後の課題 

 施設・設備としてのラーニング・コモンズが普及しつつあるなか，次に目指されるべき

ものは，学修や研究をサポートする人的支援の充実であろう。この点は，多くの図書館職

員が共通して認識している点であり，繰り返し問われ続けている古くて新しい課題ともい

える。 

もちろん，大学図書館（職員）もその課題に手をこまねいているわけではない。たとえ

ば，学術情報基盤実態調査によれば，アクティブ・ラーニング・スペースにおける「学習・

研究サポート」の実施は，いずれもこの 1 年の間に大きく増加してきている（図 1-5）。単

なる場所の提供にとどまらない，多様なサービスが試行されてきているといえる。このほ

か，文部科学省のウェブサイトにおいても，先進的な取り組みとして，数多くの事例が紹

介されている 9)。 

 

 

図 1-5 学習・研究サポートの実施状況 

 

加えて，ここ数年の間に開かれた各種研究集会，研究大会でも類似の話題が取り上げら

れている。筆者のかかわったものにかぎっても，表 1-1 に掲げたものがある。 

 

表 1-1 大学図書館における学習支援をテーマとした研究集会等 

 

開催日時 タイトル 

2012 年 11 月 22 日 質的転換を図る大学教育と図書館―ラーニング・コモンズの先にあ

るもの（第 14 回図書館総合展フォーラム） 

2012 年 12 月 3 日 ラーニング・コモンズ再考（平成 24 年度国立大学図書館協会シンポ

ジウム） 
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2013 年 8 月 12 日 アクティブ・ラーニングとはなにか（大学図書館問題研究会第 44 回

全国大会（つくば）オープン・シンポジウム） 

2014 年 2 月 12 日 伝統的な図書館を超える図書館活動―学修支援の実際―（国立大学

図書館協会教育学習支援検討特別委員会事例報告会） 

2014 年 11 月 30 日 学びの空間デザインとファシリテーション～図書館を活用した学習

支援を考える～（第 62回日本図書館情報学会研究大会シンポジウム）

2015 年 1 月 28 日 学生の学習活動を促すもの―実践と理念としてのラーニングコモン

ズ（平成 26 年度国立大学図書館協会シンポジウム） 

 

これらイベントの基底にあるのは，大学図書館の活動は，図書館をホームグランドとし

ながらも，その枠にとどまらない，とどまっては仕事にならないという，大学図書館関係

者の危機意識であるのかもしれない。学術情報基盤としての大学図書館を適切に，かつ着

実に運営しつつも，ラーニング・コモンズに代表される学習支援機能をいかに実現し，高

度化していくかが今，求められている。 

 

引用文献 

1) 文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室. 大学における教育内容等の改革状 
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（参照 2015-02-26）. 

2) 文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室. 大学における教育内容等の改革状 

況について（平成 24 年度）. 文部科学省. 2014.  

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigaku/04052801/1353488.htm,  

（参照 2015-02-26）. 

3) 中央教育審議会. 学士課程教育の構築に向けて（答申）. 文部科学省. 2008.  
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2015-02-26）. 

4) 文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会.  

大学図書館の整備について（審議のまとめ）―変革する大学にあって求められる大学図

書館像―. 文部科学省. 2010. 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1301602.htm, （参照

2015-02-26）. 

5) 中央教育審議会. 新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて：生涯学び続け， 

主体的に考える力を育成する大学へ（答申）. 文部科学省. 2012.  

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325047.htm, （参照

2015-02-26）. 
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6) 文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会. 学修環境充実のための学

術情報基盤の整備について（審議のまとめ）. 文部科学省. 2013.  

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/031/houkoku/1338888.htm, 

（参照 2015-02-26）. 

7) 文部科学省研究振興局情報課学術基盤整備室. 平成 24 年度学術情報基盤実態調査結果 

報告. 文部科学省. 2013.  

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/kekka/k_detail/133220

0.htm, （参照 2015-02-26）. 

8) 文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付. 平成 25 年度学術情報基盤実態調査結果 

報告. 文部科学省. 2014.  

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/kekka/k_detail/133220

0.htm,  （参照 2015-02-26）. 

9) 文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付学術基盤整備室. 大学図書館における先進

的な取り組みの実践例（Web 版）. 文部科学省.  

http://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jouhou/1341375.htm, （参照 2015-02-26）. 

 

 

3.4 日本語によるラーニング・コモンズ関連文献レビュー 

 日本国内の大学および大学図書館においてラーニング・コモンズが続々と整備されるな

か，これに関する文献も着実に増えてきている。図書館関係の雑誌はもちろんのこと，最

近では高等教育分野や建築分野での研究発表や雑誌記事も見られるようになった。ここで

は，ラーニング・コモンズの整備や運用を考えるにあたり有用と思われる，国内で公表さ

れたラーニング・コモンズに関する文献をいくつか紹介したい。 

 

(1) 雑誌の特集 

 まずは，雑誌の特集に注目してみよう。最近，複数の雑誌でラーニング・コモンズその

ものや，大学教育と大学図書館といった切り口での特集が組まれている（表 4-1）。新しい

ものから見ていくと，国内の高等教育関係者，関係機関で構成される IDE 大学協会の機関

誌『IDE : 現代の高等教育』が 556 号（2013 年 12 月号）に「ラーニング・コモンズ : 学

習の支援と空間」を特集し，12 名の論考を掲載している 1)。執筆者は，大学図書館関係者

はもちろん，文部科学省の担当者や高等教育を専門とする研究者など，多彩な顔ぶれとな

っている。このうち，筑波大学教授の金子元久による「経営課題としての学習基盤」は，

学習図書館が備える基本的機能に触れながら，それを大学経営という広い文脈のなかにい

かに位置づけていくかを，財政面での課題も含め指摘している点が重要である 2)。高等教育

関係では，ほぼ同時期に，大学経営の人材育成や情報交換を目的とした大学マネジメント

研究会が発行する『大学マネジメント』9 巻 7 号（2013 年 10 月号）でも，「大学図書館の
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新しい姿」と題する特集が組まれ，ラーニング・コモンズがその話題の中心となっている 3)。 

 2013 年 6 月発行の『現代の図書館』の特集は，「場所としての図書館」であった 4)。収載

された論文は，大学図書館の話題にかぎったものではないが，図書「館」という所与の条

件をいかにそれぞれの図書館の目的や方針に生かすかを考えるうえで，多くの示唆が得ら

れよう。特集の冒頭を飾る「「場所としての図書館」再考」5)を寄せた，東京大学教授の根

本彰は，バーゾール（William F. Birdsall）の著書『電子図書館の神話』6)の翻訳者でもあ

る。根本は，2005 年 12 月に『カレントアウェアネス』でも「動向レビュー：「場所として

の図書館」をめぐる議論」7)も著しており，現在進行形で行われている議論の源流の一端を

知ることができる。 

 

表 4-1 ラーニング・コモンズ関連の雑誌特集 

 

刊行年 特集名 雑誌名 

2013 年 12 月 ラーニング・コモンズ : 学習の支援と空間 IDE : 現代の高等教育 556

号 

2013 年 10 月 大学図書館の新しい姿 大学マネジメント 9 巻 7 号 

2013 年 6 月 場所としての図書館 現代の図書館 51 巻 2 号 

2011 年 12 月 ラーニングコモンズと利用者サポート 情報の科学と技術 61 巻 12

号 

2010 年７月 図書館のリニューアルと学習支援 大学の図書館 29 巻 7 号 

2010 年 6 月 ラーニング・コモンズ リスン 144 号 

2009 年 3 月 ラーニング・コモンズ 名古屋大学附属図書館研究

年報 7 号 

 

 2011 年 12 月には，情報科学技術協会の機関誌『情報の科学と技術』で「ラーニングコ

モンズと利用者サポート」と題する特集が組まれている 8)。最近では（大学）図書館界でお

なじみとなった東京大学教授の山内祐平が総論を担当し，国際基督教大学，お茶の水女子

大学，東京都立中央図書館，そして広島大学・九州大学における事例が紹介されている。

ここで重要なのは，ラーニング・コモンズという空間のみが話題となっているのではなく，

そこで行われている利用者支援がこの特集のコアにあるということである。文部科学省に

よる『学術情報基盤実態調査』によれば，アクティブ・ラーニング・スペースの設置数は，

2011 年あるいは 2012 年に大きく増加している。施設・設備としてのラーニング・コモン

ズとはどういうものかといった，一定程度の共通理解が得られるなか，次の課題であった

人的支援の先行事例を紹介したという意味において，重要な特集と位置づけられる。 

 特集の最後に取り上げるのが『名古屋大学附属図書館研究年報』7 号（2009 年 3 月発行）

の特集「ラーニング・コモンズ」である 9)。巻頭言にも述べられているとおり，ラーニング・

17



18 
 

コモンズを特集した最初の雑誌であろう。立教大学特任教授（当時筑波大学教授）の永田

治樹による「大学図書館における新しい「場」：インフォメーション・コモンズとラーニン

グ・コモンズ」を筆頭に，ビーグル（Donald Beagle）による「ラーニング・コモンズの歴

史的文脈」（三根慎二訳），東北大学附属図書館（当時山形大学学術情報センター）の米澤

誠の「ラーニング・コモンズの本質：ICT 時代における情報リテラシー／オープン教育を

実現する基盤施設としての図書館」，元法政大学図書館の上田直人および鶴見大学図書館の

長谷川豊祐による「わが国の大学図書館におけるラーニング・コモンズの事例研究」，そし

て資料紹介として，筑波大学附属図書館（当時東北大学附属図書館）の加藤信哉による「ラ

ーニング・コモンズをもっと知るために：図書と雑誌論文の紹介」と，今日に至るまで，

多くの文献で引用される論稿が掲載されている。理論的背景から国内の事例まで，ラーニ

ング・コモンズを検討するためのまとまった資料として，貴重かつ重要な文献といえる。 

 

(2) 単行書 

 ラーニング・コモンズを標題としたものに，筆者も関わった『ラーニング・コモンズ：

大学図書館の新しいかたち』（勁草書房，2012 年 7 月）がある 10)。本書は，先にも触れた

筑波大学附属図書館副館長の加藤信哉による『ラーニング・コモンズ基本論文集』（非売品，

2010 年 3 月）11)を基盤として制作されたものである。ラーニング・コモンズの定義，それ

に対する態度や考えかた，事例研究など，米国の研究者や図書館員が著した 10 の論文が翻

訳，収録されている。ラーニング・コモンズを考えるうえで先進的な事例が紹介され，示

唆に富む。これに加え，序章では国内の大学図書館が置かれている現状を確認しながら，

これから目指すべき方向性や本書の位置づけを明示している。終章には，2010 年 11 月か

ら 12 月に実施された実態調査の結果および調査票の個票も収録されており，回答のあった

30 大学 34 施設における実態やその事例を知りたい図書館員，研究者のための資料としても

活用できる。 

 必ずしも大学図書館にかぎらないが，大学における学習空間を扱ったものとして，山内

祐平編著『学びの空間が大学を変える：ラーニングスタジオ，ラーニングコモンズ，コミ

ュニケーションスペースへの展開』（ボイックス，2010 年 5 月）12)，および前田明洋著『ナ

レッジ・コモンズ：グローバル人材を育むキャンパス空間』（日経 BP 社，2013 年 3 月）13)

がある。前者は，大学内にある学びの空間である教室，図書館，交流の場の 3 つの変革を

柱として，それぞれの事例を紹介しながら論を展開している。教室の変革では，編著者で

ある山内がそのデザインにも関わった駒場アクティブラーニングスタジオが紹介されてい

る。図書館の変革は，ラーニング・コモンズをテーマとして，マイライフ・マイライブラ

リーで有名な東京女子大学が取り上げられ，玉川大学准教授の河西由美子が論稿を寄せて

いる。交流の場の変革では，公立はこだて未来大学がケーススタディとして紹介されてい

る。後者は，オフィス家具メーカーである岡村製作所が提案する学習空間のためのコンセ

プトと事例を紹介するものである。最近では同業種のイトーキや内田洋行，コクヨなども
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ラーニング・コモンズをはじめ，学習空間のトータル・コーディネートを提案してきてお

り，こうした図書を通じて，図書館界の外側における視点，動向を知ることができよう。 

 

(3) 雑誌論文等 

 最後に，数多くある雑誌論文等のなかから，3 つ紹介しておこう。1 つめは，米澤による

「研究文献レビュー：学びを誘発するラーニング・コモンズ」（2013 年 9 月）である 14)。

2006 年 9 月，同じ『カレントアウェアネス』にて「インフォメーション・コモンズからラ

ーニング・コモンズへ：大学図書館におけるネット世代の学習支援」15)を著した米澤による，

2006 年以降の国内の研究文献のレビューであり，最近の国内の動向を把握するのに最適で

ある。 

 次に紹介するのは，三重大学准教授の長澤多代の「主体的な学びを支える大学図書館の

学修・教育支援機能：ラーニングコモンズと情報リテラシー教育を中心に」である 16)。こ

の論文は，2013 年 3 月に開催された第 19 回大学教育研究フォーラム（京都大学高等教育

研究開発推進センター主催）の講演が基となっている。大学図書館の学修・教育支援機能

という視点から情報リテラシー教育，およびラーニング・コモンズをわかりやすく，かつ

必要な情報を網羅的に紹介，解説している。 

 3 つめは，西南学院大学図書館の相田芙美子らによる「ラーニングコモンズの要素分析―

―日本における導入を前提として――」である 17)。私立大学図書館協会の研究助成によっ

て行われた研究の報告書で，国内外の図書館の訪問調査等によって得られた知見を基に，

大学の規模ごとの構築例を提案した意欲的な研究報告書である。ラーニング・コモンズに

備えられるべき要素ごとに提案されているので，これからラーニング・コモンズを導入す

る大学はもちろん，運用中の図書館にも参考となる。 

 

文献 

1) 特集, ラーニング・コモンズ : 学習の支援と空間. IDE : 現代の高等教育. 2013, no. 556, 

p. 4-62. 

2) 金子元久. 経営課題としての学習基盤. IDE : 現代の高等教育. 2013, no. 556, p. 11-17.  

3) 特集, 大学図書館の新しい姿. 大学マネジメント. 2013, vol. 9, no. 7, p. 2-34. 

4) 特集, 場所としての図書館. 現代の図書館. 2013, vol. 51, no. 2, p. 51-112. 

5) 根本彰.「場所としての図書館」再考. 現代の図書館. 2013, vol. 51, no. 2, p. 51-60. 
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房, 2012.7. 
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14) 米澤誠. 研究文献レビュー : 学びを誘発するラーニング・コモンズ. カレントアウェア 

ネス. 2013, no. 317, CA1804, p. 22-26. http://current.ndl.go.jp/ca1804, (参照 

2015-02-26). 

15) 米澤誠. インフォメーション・コモンズからラーニング・コモンズへ : 大学図書館に 

おけるネット世代の学習支援. カレントアウェアネス. 2006, no. 289, p.9-12.   

http://current.ndl.go.jp/ca1603, (参照 2015-02-26). 

16) 長澤多代. 主体的な学びを支える大学図書館の学修・教育支援機能 : ラーニングコモ 

ンズと情報リテラシー教育を中心に. 京都大学高等教育研究, 2013, no. 19, p. 99-110.  

http://hdl.handle.net/2433/185758, (参照 2015-02-26). 

17) 相田芙美子[ほか]. ラーニングコモンズの要素分析 :日本における導入を前提として  

(私立大学図書館協会研究助成報告書). 第 2 版. [2010].   

http://www.jaspul.org/pre/josei/houkoku2011_seinangakuin.pdf, (参照 2015-02-26). 

 

4 ラーニング・コモンズ（LC）の在り方（共通理解のために）について 

 小委員会では，ラーニング・コモンズ（Learning Commons，以下 LC という）に関して，

委員が所属する大学の詳細な事例を収集するとともに，北米の LC をめぐる議論の視点を踏

まえて，LC に関する共通理解を醸成するため，「LC の在り方」を作成した。以下，簡単に

その趣旨について項目ごとに説明する。23 ページ以降の「LC の在り方」とあわせて読ん

でいただきたい。 

 

4.1 前提 

  アメリカでは図書館が LC あるいはインフォメーション・コモンズの設置を進めている。

しかし，日本では特に私立大学を中心に，図書館以外（たとえば学生部など）が設置す

る例が比較的多い。「在り方」では，LC は，施設（場所），コンテンツ（情報），サポー

トの３つから構成されるべきであり，その意味で，図書館のようにコンテンツがあるこ

とが必須であると考えている。図書館の部局・分野横断的なコモンズ的性格からも，図

書館に LC を設置することが望ましく，これらのことから大学図書館が LC 設置の主体と

なることを前提とした。仮に図書館外に設置するにしても，コンテンツの提供という観
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点から，図書館が外にある LC に密接に連携すべきである。また，LC は新しい教育や授

業の手法と密接に関連するため，大学の経営陣や関連部署，関連教員との連携や相互理

解が必須である。 

 

4.2 LC とは何か 

  LC は学習空間のみをさすものではなく，新たな学習と教育に対応して学生の主体的な

学習を支援し誘発する仕組みを指すものであり，そのためには，施設（場所），コンテン

ツ（情報），サポートの３つが必須である。場所としての整備は一つの要素であり，スタ

ート点にある必要最低限の条件である。事業としての LC は場所の整備が終わった所から

始まる。 

 

4.3 LC の目的 

  LC の目的は，学士力の必須の構成要件である主体的な学習姿勢及びそれに必要なスキ

ルを養成することにある。学生への情報提供という間接的な支援を超えて，主体的な学

習を促すという教育それ自体に関与することにより，学士力（の一部）を養成すること

を目的とする。 

 

4.4 自立的な学習（主体的な学び）のために必要な学生のスキル 

  学士力を構成する本質的な要素を列挙した。学士力は各大学で共通な要素と，各大学

の特色が反映されたものがありうる。共通な要素として，情報リテラシーとやや範囲が

広いアカデミックスキルを挙げた。図書館が実施する情報リテラシー授業の構成内容以

外の多様なスキル（例，ライティング等）をここで包括する。 

 

4.5 LC で想定される典型的な学習活動及び学習支援 

  LC の目的に沿った代表的かつ本質的な活動を列挙した。言うまでもなく，活動はこれ

らに留まらない。大きな教育目的に向けて創造的な活動を促し，独自の支援を行うこと

が重要である。 

 

4.6 LC を構成する要素 

  LC の目的及び定義に従い，LC の本質的構成要件を，アメリカのビーグルの分類（フ

ィジカルコモン，バーチャルコモン，カルチュラルコモン）に従い記述した。場所，ア

カデミックリソース（情報及びコンテンツ），人的支援の３つが LC の必須の構成要件で

ある。 

 

4.7 LC を整備する建物及び組織の単位 

  場所，アカデミックリソース，人的リソースの 3 点を揃え，学内横断的な共有施設（コ
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モンズ）として，ワンストップサービスを提供する LC に最適な場所として図書館を想定

した。仮に（他組織により）図書館外に設置される場合も 3 つの構成要素を揃えるため

に図書館の連携は必須である。 

 

4.8 LC の拡張と進化 

  教育関連部署や担当教員等との連携が制度化され，LC が教育の一部となることにより，

LC は十全な機能を果たすことができる。この連携をどのように制度化するかが LC の進

化を本質的に保証する。場所の整備で終わるのではなく，連携の制度化の程度や利用者

ニーズは変化していくものであり，変化に応じて LC（の 3 要素）はフレキシブルに変更

や追加が可能であるべきである。 

 

4.9 LC の具体的な構成要素（例示） 

  LC を構成する要素ごとに整備対象を列挙した。これらはあくまでも例示であり，スタ

ンダードや必須要件を示すものではない。LC の大きな目的に向けて，フロアーデザイン

や，整備すべき什器・設備，人的支援は各大学が個性を発揮して独創的な LC を創造する

ことが前提である。 

 

4.10 LC の方針 

  LC の目的とそれに沿って期待される活動を緩やかに明示し，主体的な学習・活動を促

す。利用細則としては，LC で可能な活動を「～ができる」という肯定的な姿勢で記述す

ることにより，LC の目的について利用者に理解を促す。 

 

4.11 今後の大学図書館サービスについて 

  LC は場所の整備に始まり，学士力（の一部）養成を実現することが目的である。この

観点から大学図書館サービスが資料及び情報アクセスの確保という間接支援から，教育

過程への関与にシフトすることを提言する。 

 

4.12 チェックリストについて 

 チェックリスト（エクセル表）は，以下の 4 つのシートから構成されている。 

・LC の基本構成 

・LC の進化の方向性 

・LC セルフチェック（概要記述） 

・LC セルフチェック（詳細記述） 

 

「在り方」は，LC の目的・定義・構成要件について述べている。チェックリストはそ

の理念と構成要件に基づいて，各館で LC の整備状況を可視化するためのツールである。 
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・LC の基本構成  

「在り方」の 6 及び 9 に従い，3 つの構成要素を例示した。例示ではあるが，あくま

で参考として，[必須，望ましい，設置目的による]の３つに分類した。各大学で整備

する場合のツールとして参考にしてほしい。 

 

・LC の進化の方向性 

   「在り方」の基本的な考え方（LC の定義及び目的），特に 8 に従い，LC の進化の

方向性を示し，３つの構成要素単位で整備対象を列挙した。 

 

進化は下記の 4 段階に分けた。 

[1]図書館単独の LC 整備 

[2]（多様な機能・支援の導入による）単独の整備の深化 

[3]他組織との連携 

[4]教育の一環 

この４段階の意味については，一番右側のコラムの解説（ゴチック体）で注記した。 

 

[1]は新しい教育方法に対応するための静粛空間でない共同学習スペース等の整備を

想定した。 

[2]は，フロアーの整備からさらに一歩進んで，機能や支援の多様化を図書館単独で

実施する段階を想定した。 

[3]は，図書館単独ではなく，他組織との連携により，LC の機能・支援を強化する段

階を想定した。 

[4]は[3]の連携による整備がアドホックな任意のものでなく，制度的に整備されて，

LC が教育や授業（カリキュラム）等と一体化されて運用される段階を想定した。 

 

各段階に対応する各指標（A 運用，B 物理，C リソース，D 人的支援）の整備状況は

例示である。また，E はこれらの整備により期待される利用者の学習活動等の類型を

例示した。 

 

・LC 整備セルフチェック（概要記述） 

  LC 整備の概要と現状をチェックするための事業総括シート。 

  

・LC 整備セルフチェック（詳細記述） 

  LC の進化の方向性と現状（到達点）をチェックするためのシート。  
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5 ラーニング・コモンズ（LC）の在り方（共通理解のために） 

                               平成 27 年 3 月 31 日 

                              実践事例普遍化小委員会 

内容 0. はじめに 

1. 前提 

2. LC とは何か 

3. LC の目的 

4. 自立的な学習（主体的な学び）のために必要な学生のスキル 

5. LC で想定される代表的な学習活動及び学習支援 

6. LC を構成する要素 

7. LC を整備する建物（場所）及び組織の単位 

8. LC の拡張と進化 

9. LC の具体的な構成要素（例示） 

10. LC の方針 

11. 今後の大学図書館サービスについて 

 

はじめに 

 ラーニング・コモンズ（以下，LC）は，ここ数年で国公私立の設置種別を超えて拡大し，

今や大学図書館の学生支援を特徴づける大きな傾向となりつつある。国立大学においてもほ

とんどの大学が何らかの形で LC を設置しており，大学図書館のサービスを考える上で無視で

きない潮流となっている。 

 アメリカでは 1990 年代に設置が始まったインフォメーション・コモンズの延長上に図書館

サービスの新たな段階を画するものとして LC が議論されており，LC の在り方や方向性につ

いて緩やかな共通理解があるように見受けられる。その本質は，施設の整備を通してユーザ

の「デジタル時代の学術的行動をモデル化する試み」1)であり，モデルに基づいてサービスを

刷新する活動として捉えられていることにある。このような理解が LC の豊かで個性的な展開

を議論し，展望する場合の共通の土台を提供していると考えられる。 

もとより，LC の設置形態や LC を活用して行われるサービスは各大学がそれぞれの多様な

環境や教育に応じて想像力を発揮して自由に決定し，利用者のニーズに対応しつつ，可能な

限り柔軟に運用を行うものである。しかし，わが国では，識者や図書館関係者による報告や

指摘，事例報告などを除いて，LC を巡って本質的な議論が行われ，LC の目的や意義に関す

る理解が共有されているとは必ずしも言えない状況であり，とりあえず施設として LC の導入

が先行してきた傾向が強い。 

 

本稿は，このような状況を踏まえて，LC による図書館サービスの今後について緩やかな共 

通理解を醸成することを目的として，LC の在り方（定義，目的，構成要素等）について提案 
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を行うものである。すでに活発に行われている LC による個別の学生支援の活動実態を踏まえ

て，図書館による LC の整備や人的支援，さらには大学図書館のサービス理念がどのような方

向を目指すべきか，この提案が、今後の議論の一助となれば幸いである。 

 なお，本稿では，授業や単位取得との関連性の強い「学修」ではなく，より広い意味を含む 

と考えられる「学習」(Learn)ということばを使う。 

 

1. 前提 

   大学図書館は，大学の一組織として，その使命，すなわち教育，研究，社会貢献の３つの 

活動に貢献することが求められている。LC は，大学教育の充実に資するための活動の１つ

であり，その実現にあたっては，経営層や教育担当部署などとの学内合意形成が欠かせな

い。こうした認識に立ちつつ，本稿では，大学図書館が主体となって提供する新たな教育・

学習支援サービス 2)の１つとして，LC の在り方を提案する。 

 

2. LC とは何か 

LC とは，学習者中心（Learner-Centered）の新たな教育方法（Pedagogy）の広がりと

要請 2)を踏まえて，授業時間以外に学生が行う自学自習や協同学習（授業に関連した学習及

び授業に関連しない学習の両方を含む）など様々な学習形態へ適応するために大学図書館

等が提供する学習環境（施設，設備及び情報・コンテンツ）と，この学習環境の活用を通

して学生の主体的な学びを促す仕組み（人的支援）の総体を指す。 

 

3. LC の目的 

 各大学の教育目的を実現するため，経営層や教育担当部署との認識共有及び連携を通じ

て，学習者中心の教育の不可欠な構成要素となることにより，主体的な学びを理解し，自

立した学習活動を行う学生を養成することである。 

 

4. 自立的な学習（主体的な学び）のために必要な学生のスキル 3)（注参照のこと）。 

（１） 学士力を構成する不可欠の能力 

① 情報リテラシー4) 

授業外の学習において，自立的に情報ニーズ（課題）を把握し，情報を探索・収集・

分析・評価し，新たな知識として総合するまでの一貫した能力。 

② アカデミックスキル 5) 

学生が学士として必要な知識体系を習得するために，特に初年時教育において習得

が必須の，情報リテラシーを核とする共通スキル。 

（２） コミュニケーション能力・コミュニティ形成能力 

学習者中心の教育の主要な手法であるアクティブ・ラーニングの実践に必須のソー

シャル・スキル。 
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（３） その他 

大学生活全般において学生の習得が望まれる多種多様なソーシャル・スキル。各大

学の教育目的や学習・生活環境に応じて多様なスキルがあり得る。 

 

5. LC で想定される代表的な学習活動及び学習支援 6) 

(1) 情報機器や電子的なリソース，図書館資料等を利用した自学自習活動 

(2) 協同学習やグループ学習による新たな形式の学び 

(3) 自主的なコミュニティ活動 

(4) 情報リテラシー及びアカデミックスキルの養成（教職員や学生等による支援活動） 

(5) その他 

 

6. LC を構成する要素 7) 

 4 の各能力の養成と５の諸活動の促進のため，LC は以下の３つの要素から構成される。 

 

6.1 物理的リソースとしての LC 

   場所としての LC。学習者中心の教育と連携（関連）した方針に基づき，多様な学習活動 

を保障する一連の施設と設備。LC として想定される建物あるいはフロアー，各種能力を習 

得するために必要な ICT 関連の諸設備，協同学習や討議・プレゼンテーション等を可能に 

するフロアーや設備・什器類，その他の物理的環境。 

 

6.2 アカデミックリソースとしての LC 

情報リテラシー及びアカデミックスキルを養成・習得し，学習活動の核となる情報の探 

索，収集，分析，評価及び組織化に必要なリソース群。 

電子媒体及び紙媒体（図書・雑誌・新聞等），蔵書目録，文献情報データベースやディ 

スカバリー・サービス，電子的教材，各種ソフトウェア・ツール，そのほかのインターネッ 

ト上の電子リソースや，各大学のニーズに応じて，4 で述べた学生のスキル養成に必要な多 

種多様なリソースから構成される。 

 

6.3 人的リソースとしての LC 

自立した学習活動を可能にするため，授業との連携（関連）を含む学習活動の全体 

の文脈の中で，学生を支援する各種の人的サポート。情報リテラシー関連講習，ICT 

サポート，レファレンスや図書館ガイダンス，ライティング支援，語学支援，各種自主的活 

動のサポートなど多様な学習サポートを包括する。広義には大学生活で習得が必要とされる 

多種多様なスキルのための人的サポートを含む。 
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＜LC の３つの構成要素＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. LC を整備する建物（場所）及び組織の単位 

LC は 6 に述べた 3 つの要素から構成され，授業外における自学自習や協同学習，その他

の多様な活動を可能にする諸機能を一括して提供する。 

学生にとって，もっとも使いやすくかつシンプルな LC は，一つの物理的単位（建物ある

いはフロアー）に設置され，ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

は，大学図書館が最適な LC 設置場所であることを前提とする。 

図書館は，電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌をはじめ，情報リテラシー・アカデミック

スキルの育成に必須のアカデミックリソースへのアクセスを提供できる場であり，レファ

レンス等の日常的な対面サービスや情報リテラシー授業など人的支援の体制と蓄積もある。 

そして何よりも，大学の全構成員の共有施設であることから，分野横断的な交流と気づき

の場所としても最適の場所である。こうした複合的な根拠から，図書館は LC の設置目的と

運営に最も適した組織（場所）と考えられる。 

一方，学生の多様なニーズに対応するワンストップサービスを実現するためには，図書

館が用意できる学習支援環境だけでは不十分である。教務部，ライティング・センター，

留学生センターなどの学習支援部署，教員の教育活動を支援する FD 担当部署，コンピュ

ータ資源を提供する情報センター，そして教育を担当する教員など，学内の他部署と連携

し，人的・物理的リソースを提供する必要がある。この場合，複数の施設（フロアー）が

連携して，機能的にワンストップサービスを提供することもあり得る。 

 

 

 

 

1. 物理的なＬＣ 

図書館の 1フロアー 

LC 専用の建物 

PC 群，ネットワーク，その他の ICＴ資源，

什器類，共同学習空間，カフェ，その他 

2. アカデミックリソースとしてのＬＣ 

ソフトウエア群，電子リソース，電子教材

図書館資料，電子的ツール，その他 

3. 人的リソースとしてのＬＣ 

ICＴサポート，ライティング支援 

情報リテラシー授業，レファレンス，その他

ワンストップサービス 
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＜LC の構成に関する考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊連携組織対象は LC のサービス内容により拡大（abc→def・・・） 

 ＊１つの施設（あるいはフロアー）で提供できない場合は，複数の施設（あるいはフロ 

アー）が連携してサービスを提供 

 

8. LC の拡張と進化 

LC は固定したものではなく，教育と学習者のニーズに応じて，拡張と進化がありえるた

め，サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。 

LC の拡張にあたっては，いくつかの方向が考えられる。たとえば，LC が導入される場

合，物理的リソースとしての LC が先行されるのが一般的であるが，それをいかに学習と結

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん，学習支

援部署，FD 担当部署，情報センター，そして教員など，教育（授業）との関連づけを図る

ため，学内の担当部署との連携は必須である。 

これらの連携は，LC の設置段階で実現されることもあり得るし，図書館単独のプロジェ

クトとして設置された LC の拡張・進化として段階を踏まえて実現されることもありうる。  

教育（授業）との関連付けの強化と連携の進捗とともに，LC で提供されるワンストップ

サービスは拡張・深化することが可能になる。 

LC の運営にあたっては，大学教育そのものが変化しつつあることに注意を向ける必要が

ある。教育中心から学習中心へ，教員中心から学生中心へ，知識の伝達から知識の定着・

活用へという今日の大学教育の変化は，授業や学習活動そのものに変化をもたらしている。

反転授業をはじめ，e ラーニングの基盤を生かした教育方法も普及することが予想される。 

教育環境の変化に対して，LC はどのような機能を充実させ，学習や教育の支援を図って

いくのかを視野に入れて，拡張と進化を遂げることが必要である。 

LC が利用状況や学習・教育への貢献度を評価するためのエビデンスの収集と分析も欠か

     f 

e 

d 

b. 教務（学生）部 

大学教育センター・就職支援室等 

授業との連携 人的リソース 

a. 図書館 

アカデミックリソース 

人的リソース 

c. 情報基盤センター等 

物理的・人的リソース 

LC 

  図書館等の既存施設内 

  物理的リソース 
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せない。こうしたエビデンスをも基盤にしつつ，拡張及び進化の方向を常に客観的に検証

することが必要である。 

 

9.  LC の具体的な構成要素（例示） 

 (1) 物理的なリソース 

   ＜フロアー設計＞ 

共同学習スペース  PC 利用スペース  グループ学習スペース 

    プレゼンテーションスペース  人的サポートスペース（デスク）  

カフェ（飲食）スペース  リラックススペース  イベントスペース 

展示スペース 

   ＜設備等＞ 

    テーブル 椅子 ホワイトボード 電子ボード ソファー  

プレゼンテーション用装置（プロジェクター，専用 PC） 遠隔放送設備 

    PC（据え付け，貸出） ワークステーション プリンター スキャナー 

    複写機 ネットワーク（有線，無線） 電源  

 (2) アカデミックリソース 

   ソフトウェア 電子的ツール 電子リソース（電子ジャーナル・ブック，DB 等） 

   各種支援資料（マニュアル類，就職関係，留学関係，生活関係，進学関係） 

   ディスカバリー・サービス OPAC 電子教材 図書館資料（印刷体）パスファインダー 

学生ポータルサービス（教務システム＝履修登録，リポート提出，各種連絡） 

 (3) 人的リソース 

   ICT サポート 図書館レファレンス 情報リテラシー アカデミックリテラシー 

留学（生）サポート 学生生活サポート 就職サポート 進学サポート 語学サポート 

学習相談サポート  

雇用形態（TA，SA，PA，職員スタッフ，教員，ボランティア） 

 (4) その他 

   LC の方針及びエリアの区切りや用途がわかるサインシステムなど 

 

10.  LC の方針 

  LC は学習者中心の教育方法に基づきながら，所属する機関の教育目的に合わせて個別の目

的を持ちうる。LC は目的とそれに沿った利用について，明示された方針を持つことが望まし

い。方針は以下の項目から構成される。 

(1) LC で期待される活動についての記述。教育目的に沿った記述。 

(2) LC で可能な活動についての記述。より具体的な利用者向けの利用細則。 

(3) 提供される人的サポートについての記述。 

(4) その他 
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11. 今後の大学図書館サービスについて 

  大学図書館の運営は，学術情報を収集，整理，提供，保存することを目的とする。そして，

学術情報が利用される局面で，学術情報の利用の利便性を，利用者のスキル・知識の面で向上

させることが，特に学生を対象とする利用者サービスの最大の課題の１つである。 

具体的には，印刷資料，電子ジャーナル，データベース，OPAC，ILL，ディスカバリー・

サービス，図書館資料の電子化，あるいは，機関リポジトリによる研究成果の電子化・発信

も含めて，学術情報を蓄積して利用可能なコンテンツの増加やシステムのユーザーインター

フェースの改善を図ることと共に，利用者ガイダンスや利用者教育，情報リテラシー教育等

の直接の人的サービスにより，利用者の情報入手の利便性を向上させることが利用者サービ

スの目的である。 

  本稿の LC の定義及び目的に従うならば，図書館のサービス目的（の１つ）は，こうした学

術情報の利用サポートというサービス機能の提供（＝支援）を超えて，情報リテラシーやアカ

デミックスキル，コミュニケーション能力という観点から学生の学士力を養成することに一歩

踏み込む（＝教育）8)ことが必要である。 

  実際多くの大学では初年次教育において，図書館（学術情報）の利用ガイダンスを内容とす

る授業を担当しており，教員から依頼されて情報リテラシー授業を出張形式により行うことも

増加している。これらは教育課程において学生に必要と考えられるスキルの養成に図書館が関

与している証左であるが，図書館サービスの今後の展望として，その位置づけをより明確にす

ることが必要である。また，学士力の養成という目的に対しては，情報リテラシーのような従

来から行われている図書館サービスを超えた多様な人的支援があり得る。 

人的サービスの先にある教育目的を踏まえて，図書館（員）の学生支援を制度化すること

により大学における図書館のミッションを再定義し，これに伴い図書館職員の専門性につい

ても教育との関連から見直しを行うべきである。こうした改善・改革により，図書館のサー

ビス機能の刷新が急速に進む大学教育改革に歩調を合わせて実現されることが望まれる。 

 

 

引用文献） 

1) SPEC Kit 342 ‘Next-Gen Learning Spaces’. p.15 ( Association of Research Libraries, 
September 2014 ) 

2) 中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け， 
主体的に考える力を育成する大学へ～」（平成 24 年 8 月） 
例えば p.9 の「４．求められる学士課程教育の質的転換（学士課程教育の質的転換）」にお 
ける記述を参照のこと。 

 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325047.htm  
3) ATC21S (Assessment and Teaching of 21st Century Skills)  

21st Century Skill  http://www.atc21s.org/ 
4) 国立大学図書館協会学習教育支援特別委員会小委員会「高等教育のための情報リテラシー基 

準（ドラフト）draft2.1」（2014 年 11 月） 同基準は 2015 年に公開予定。 

 http://www.janul.jp/j/projects/sftl/seminar2013/04.pdf  
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5) 高松正毅「初年次教育におけるアカデミックリテラシー教育の位置と大学教育の問題点」（高 

崎経済大学論集第５１巻第２号 2008 51－65 頁） 
6) 河西由美子「自律と協同の学びを支える図書館」『学びの空間が大学を変える』（山内祐 

平編，2010 刊）所収 
7) Donald. R. Beagle, The Information Commons Handbook. (New York: Neal-Schuman  

Publishers Inc., 2004) 
8) 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会 
「大学図書館の整備について（審議のまとめ）―変革する大学にあって求められる大学図書館 
像」（平成 22 年 12 月） 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1301602.htm  

 （各サイトへのアクセスは平成 26 年 12 月 12 日確認） 

 
（注） 
 21 世紀型スキルは下記の 4 つのカテゴリと 10 のスキルから構成される 
 a 思考の方法  

1.創造性とイノベーション 2.批判的思考，問題解決，意思決定 
3.学び方の学習，メタ認知  

b 働く方法   
4.コミュニケーション   5.コラボレーション（チームワーク） 

c 働くためのツール  
6.情報リテラシー ７.ICT リテラシー  

 d 世界の中で生きる  
8.地域とグローバルのよい市民であること（シチズンシップ） 

    9.人生とキャリア発達  
10.個人の責任と社会的責任（異文化理解と異文化適応能力含む） 

 
   この提案では，「思考の方法」，「働くためのツール」が(1)に，「働く方法」が(2) 

に，「世界の中で生きる」が(3)に概ね対応している。 
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ン
テ

ー
シ

ョ
ン

設
備

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
専

用
P

C

等
）
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

ペ
ー

ス
や

共
同

学
習

ス
ペ

ー
ス

に
お

い
て

、
電

子
的

素
材

を
投

影
す

る
た

め
の

設
備

。
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

授
業

に
も

活
用

可
能

。
 

＊
学

生
向

け
ポ

ー
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
（
学

務
シ

ス
テ

ム
）
 

学
生

の
履

修
登

録
や

レ
ポ

ー
ト

提
出

、
授

業
関

連
の

情
報

を
提

供
す

る
ポ

ー
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
 

＊
各

種
自

主
活

動
支

援
 

学
生

の
自

主
的

活
動

の
誘

致
 

◎
整

備
の

概

要
 

全
体

概
要

の
記

述
 

◎
サ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

 
L
C

の
フ

ロ
ア

デ
ザ

イ
ン

の
意

図
等

を
明

示
す

る
 

＊
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

 
 

 
 

＊
遠

隔
放

送
設

備
（
u
st

re
am

な
ど

）
 

遠
隔

会
議

関
連

設
備

及
び

イ

ベ
ン

ト
等

を
送

信
す

る
た

め
の

設
備

 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
L
C

整
備

の

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

L
C

の
実

現
度

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

（
L
C

全
体

の
構

成
中

の
実

現

度
）
 

拡
 

 
 

 
 

張
 

拡
 

 
 

 
 

張
 

拡
 

 
 

 
 

張
 

拡
 

 
 

 
 

張
 

＊
こ

の
リ

ス
ト

は
現

状
で

L
C

に
必

要
と

考
え

ら
れ

る
要

素
を

網
羅

し
た

も
の

で
、

最
低

基
準

や
標

準
を

示
す

も
の

で
は

な
い

。
Ｌ

Ｃ
は

固
定

し
た

も
の

で
は

な
く
、

組
織

目
的

や
時

代
環

境
、

利
用

者
ニ

ー
ズ

な
ど

に
応

じ
て

自
由

に
変

更
が

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
 

＊
た

だ
し

、
Ｌ

Ｃ
の

本
質

か
ら

、
構

成
要

素
は

、
◎

（
必

須
）
、

○
（
望

ま
し

い
）
、

＊
（
Ｌ

Ｃ
の

設
置

目
的

に
よ

る
）
の

３
つ

に
分

類
し

た
。
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（
２

）
L
C

の
進

化
の

方
向

性
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

  
 
  

教
育

学
習

支
援

検
討

特
別

委
員

会
事

例
普

遍
化

小
委

員
会

 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

（
例

）
 

B
.物

理
的

指
標

（
例

）
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
（
例

）
D

.人
的

指
標

（
例

）
 

E
．

A
-
D

に
よ

っ
て

起
こ

る
で

あ
ろ

う

利
用

者
の

学
修

(例
)  

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

図
書

館
に

よ
る

Ｌ
Ｃ

ポ
リ

シ

ー
策

定
 

協
同

学
習

・
グ

ル
ー

プ
学

習

に
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

整
備

 
（
既

存
の

図
書

館
資

料
等

）

従
来

型
の

図
書

館
ス

タ
ッ

フ

に
よ

る
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
及

び

ガ
イ

ダ
ン

ス
 

複
数

の
利

用
者

に
よ

る
議

論
を

ベ
ー

ス
に

し
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー

ニ
ン

グ
 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図

書
館

の
対

応
 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る

事
項

整
備

 

協
同

学
習

・
グ

ル
ー

プ
学

習

に
必

要
な

可
動

式
の

什
器

類
の

整
備

 

 
 

 
 

 

図
書

館
に

協
同

学
習

ス
ペ

ー
ス

等
を

付
加

し
、

L
C

の
運

用
方

針

を
立

て
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
粛

空
間

で
は

な
い

利
用

環

境
の

整
備

 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
サ

ー
ビ

ス
多

様
化

に
応

じ
た

利
用

規
則

等
の

改
訂

 

Ｐ
Ｃ

等
情

報
機

器
の

導
入

・

設
置

（
図

書
館

主
体

）
 

図
書

館
ポ

ー
タ

ル
シ

ス
テ

ム
L
C

内
で

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー

教
育

 

P
C

に
よ

る
情

報
収

集
・
情

報
加

工
 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
P

C
利

用
規

程
整

備
 

 
 

各
種

電
子

リ
ソ

ー
ス

 
T
A

や
S
A

に
よ

る
学

習
支

援
及

び
P

C
サ

ポ
ー

ト
 

P
C

を
使

っ
た

協
同

学
習

活
動

 
情

報
利

用
環

境
の

整
備

 

 
 

 
 

学
生

・
院

生
雇

用
規

則
の

改
定

（
制

定
）
 

リ
ラ

ッ
ク

ス
ス

ペ
ー

ス
及

び

飲
食

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
用

ソ

フ
ト

 

学
生

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

支
援

や
イ

ベ
ン

ト

の
開

催
等

 

授
業

の
た

め
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
作

成
・
実

演
 

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
及

び
ア

ク
テ

ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

人
的

支
援

の
拡

大
 

 
 

 
 

 
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

ペ

ー
ス

及
び

関
連

機
器

の
導

入
・
設

置
 

 
 

 
 

滞
在

型
の

長
時

間
学

習
 

学
生

の
自

主
的

活
動

の
推

進
 

 
 

 
 

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

事
項

改
訂

 
 

 
 

 
 

 
 

長
時

間
滞

在
可

能
な

環
境

の

整
備

 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

他
組

織
と

の
実

質
的

な
連

携
 

Ｐ
Ｃ

等
設

置
（
基

盤
セ

ン
タ

ー
連

携
）
 

学
習

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

 
Ｐ

Ｃ
サ

ポ
ー

ト
（
基

盤
セ

ン
タ

ー
）
 

E
-
L
e
ar

n
in

g
教

材
の

利
用

 
他

組
織

と
の

連
携

に
よ

る
教

育

目
的

の
推

進
 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

P
C

利
用

に
関

す
る

連
携

協

定
 

 
 

統
一

認
証

シ
ス

テ
ム

 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

テ
ラ

シ
ー

等
の

多
様

な
人

的
支

援
 

P
C

を
使

っ
た

協
同

学
習

活
動

 
全

学
Ｐ

Ｃ
の

配
置

と
連

携
を

基

礎
に

し
た

人
的

サ
ポ

ー
ト

 

 
 

 
 

成
文

化
さ

れ
な

い
任

意
の

連
携

 
 

 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

図
書

 
 

 
P

C
に

よ
る

情
報

収
集

・
加

工
 

初
年

時
教

育
担

当
組

織
・
教

員

等
と

の
連

携
 

 
 

 
 

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

事
項

改
訂

 
 

 
P

C
マ

ニ
ュ

ア
ル

 
 

 
人

的
支

援
を

活
用

す
る

学
習

活
動

 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
養

成
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

イ

ベ
ン

ト
等

開
催

 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
教

育
（
授

業
等

）
に

不
可

欠

な
制

度
、

シ
ス

テ
ム

や
コ

ン

テ
ン

ツ
の

導
入

 

 
 

学
生

ポ
ー

タ
ル

シ
ス

テ
ム

 
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
支

援
（
大

学

教
育

セ
ン

タ
ー

等
）
 

授
業

の
準

備
の

た
め

の
資

料
・

電
子

教
材

利
用

 

学
内

組
織

と
の

連
携

の
制

度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る

 
 

 
電

子
教

材
作

成
シ

ス
テ

ム
 

課
題

解
決

型
授

業
連

携
 

ポ
ー

タ
ル

を
利

用
し

た
レ

ポ
ー

ト

の
提

出
や

課
題

作
成

 

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

）
を

関
連

組
織

と

連
携

し
て

設
置

 

 
 

 
 

教
育

関
連

組
織

や
教

育
関

連
委

員
会

と
の

連
携

協
定

等
 

 
 

L
M

S
の

導
入

 
電

子
教

材

の
利

用
 

 
 

授
業

の
課

題
を

行
う

た
め

の
協

同
学

修
活

動
 

学
務

部
や

授
業

担
当

教
員

と

の
連

携
に

よ
る

授
業

補
完

体
制

整
備

 

 
 

 
 

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

事
項

改
訂

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
＊

１
～

４
の

各
段

階
は

進
化

の
方

向
性

を
表

現
す

る
。

 
 

＊
各

指
標

の
記

述
は

例
示

で
あ

り
、

実
際

に
は

各
大

学
で

個
別

的
な

記
載

を
行

う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
解

説
の

黒
字

は
各

段
階

に
対

す
る

考
え

方
を

解
説

し
た

も
の

で
あ

る
。

こ
の

解
説

に
つ

い
て

も
、

各
大

学
で

個
別

的
な

記
載

（
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
）
が

可
能

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

に
つ

い
て

も
現

状
で

の
定

義
で

あ
り

、
こ

の
表

全
体

を
含

め
て

、
時

代
環

境
に

合
わ

せ
て

適
宜

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。
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（
３

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
概

要
記

述
）
 

 
 

2
0
1
5
.3

.3
1

教
育

学
習

支
援

検
討

特
別

委
員

会
事

例
普

遍
化

小
委

員
会

 

 
 

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

事
項

 
（
記

 
入

 
例

）
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 
（
１

）
初

年
時

学
生

の
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

能
力

養
成

の
機

会
及

び
電

子
的

学
習

環
境

を
提

供
す

る
こ

と
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２

）
学

部
学

生
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

（
新

し
い

学
び

の
方

法
）
を

支
援

・
誘

発
す

る
こ

と
。

 

 
 

2
 

運
営

方
針

 
（
１

）
討

議
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

共
同

学
習

な
ど

の
小

グ
ル

ー
プ

で
の

自
学

自
修

を
可

能
と

す
る

（
２

）
IC

T
に

よ
る

電
子

的
環

境
の

利
用

と
利

用
ス

キ
ル

の
養

成
・
自

学
自

修
を

可
能

と
す

る
 

 
 

 
 

（
３

）
電

子
的

リ
ソ

ー
ス

を
使

っ
た

調
査

、
授

業
用

の
資

料
作

成
を

可
能

と
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
４

）上
記

３
つ

を
援

助
す

る
人

的
サ

ポ
ー

ト
の

利
用

を
可

能
と

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
５

）
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

よ
る

飲
料

持
ち

込
み

を
可

能
と

す
る

 

 
 

 
 

 
 

3
 

設
置

組
織

 

附
属

図
書

館
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

設
置

責
任

者
 

附
属

図
書

館
長

 
 

 

4
 

運
営

組
織

 

附
属

図
書

館
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

責
任

者
 

情
報

サ
ー

ビ
ス

課
長

 

 
 

5
 

連
携

組
織

 
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
 

 
 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ
ッ

フ
）
 

附
属

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
課

情
報

サ
ー

ビ
ス

係
・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
係

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
属

図
書

館
雇

用
T
A

（
大

学
院

生
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

学
生

利
用

係
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

派
遣

ス
タ

ッ
フ

（
大

学
院

生
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
 

（
１

）設
置

時
に

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

ニ
ー

ズ
調

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２

）
設

置
後

、
１

年
間

隔
で

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
定

点
調

査
 

 
 

8
 

評
価

と
見

直
し

 

３
年

間
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

踏
ま

え
て

評
価

を
行

い
、

評
価

に
基

づ
き

見
直

し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
初

年
時

の
ユ

ー
ザ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
→

飲
食

範
囲

の
拡

大
と

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
へ

の
要

望
が

多

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
大

き
な

変
更

で
な

い
場

合
、

１
年

単
位

で
見

直
す

べ
き

と
の

意
見

が
あ

り
 

 
 

9
 

将
来

像
 

設
置

当
初

は
、

全
学

P
C

設
置

に
よ

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
利

用
環

境
の

整
備

と
共

同
学

習
等

へ
の

対
応

を
第

一
義

と
し

て
、

図
書

館
が

主
体

で
基

盤
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

。
親

機
関

（
大

学
）が

ス
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
バ

ル
A

（
文

部
科

学
省

）
実

施
校

に
指

定
さ

れ
た

た
め

、
特

に
留

学
（
生

）
サ

ー
ビ

ス
の

強
化

と
多

言
語

環
境

（
人

的
支

援
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

リ
ソ

ー
ス

）
を

整
備

し
て

い
く
中

期
的

な
展

望
を

描

い
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

附
属

図
書

館
内

の
参

考
図

書
・
雑

誌
コ

ー
ナ

ー
（
静

粛
エ

リ
ア

を
廃

止
）
を

模
様

替
え

し
て

、
L
C

を

設
置

。
L
C

に
は

可
動

式
テ

ー
ブ

ル
、

チ
ェ

ア
ー

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

設
備

、
全

学
Ｐ

Ｃ
（
３

０
台

）
を

導
入

。
会

話
及

び
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
持

ち
込

み
を

可
能

と
す

る
方

針
採

用
。

全
学

P
C

及
び

学
修

支
援

（
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
を

含
む

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
全

般
を

カ
バ

ー
）
の

た
め

に
、

大
学

院

生
を

雇
用

。
設

置
に

つ
い

て
は

、
図

書
館

委
員

会
に

よ
る

承
認

を
得

た
。

T
A

雇
用

に
つ

い
て

は
、

財

務
担

当
理

事
・
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
長

か
ら

の
理

解
を

得
た

。
 

 
 

 
 

 
 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

 

現
状

で
は

、
フ

ェ
ー

ズ
の

１
、

２
、

３
の

基
本

的
な

整
備

を
行

っ
た

と
自

己
評

価
。

自
己

評
価

及
び

将

来
像

に
基

づ
き

、
さ

ら
に

大
学

全
体

の
教

育
目

的
へ

の
貢

献
度

を
高

め
る

べ
き

で
あ

り
、

フ
ェ

ー
ズ

２
，

３
に

該
当

す
る

活
動

を
多

様
化

す
る

予
定

。
 

４
に

関
し

て
は

学
生

部
や

教
員

と
の

連
携

の
難

し
さ

が
あ

り
、

理
想

の
ゴ

ー
ル

と
し

て
認

識
は

持
ち

続
け

た
い

。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

教
育

学
習

支
援

検
討

特
別

委
員

会
事

例
普

遍
化

小
委

員
会

 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ

っ
て

起
こ
る

で
あ
ろ

う
利
用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

図
書

館
単

独
で

グ
ロ

ー
バ

ル

コ
モ

ン
ズ

規
定

を
整

備
 

共
同

で
の

利
用

が
可

能
な

チ

ェ
ア

ー
、

テ
ー

ブ
ル

を
整

備
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

対
応

資
料

を

整
備

 
 

 
 

 
新

た
な

教
育

ニ
ー

ズ
へ

の
図

書

館
の

独
自

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
２

４
時

間
利

用
に

対
応

 
 

 
（
語

学
資

料
、

留
学

関
係

資

料
）
 

 
 

1
-E

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
 

 
飲

食
ス

ペ
ー

ス
及

び
自

販
機

を
整

備
 

 
 

T
A

を
雇

用
 

 
 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
2
-A

 
２

４
時

間
利

用
の

た
め

の
フ

ロ

ア
ー

整
備

 
2
-C

 

（
学

習
相

談
、

資
料

の
利

用
、

留
学

相
談

等
に

対
応

す
る

た

め
）
 

2
-E

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

共
通

教
育

担
当

教
員

と
の

任

意
の

連
携

 
 

 
 

 
 

 
 

 
他

組
織

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

（
規

定
等

は
な

し
） 

3
-
B

 
3
-C

 
3
-
D

 
3
-E

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

内
組

織
と

の
連

携
の

制
度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る

 
4
-A

 
4
-
B

 
4
-C

 
4
-
D

 
4
-E

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

35



36
 

 6 
チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

よ
る

自
己

点
検

適
用

事
例

（
委
員

所
属

8
大
学

）
 

 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

 
北

海
道
大

学
 

  
 

組
織

及
び

運
営

に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 
・
豊

か
な

情
報

資
源

と
快

適
か

つ
刺

激
的

な
学

習
空

間
を

提
供

し
、

自
ら

学
び

、
課

題
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

学
生

の
育

成
を

支
援

す

る
。

（
附

属
図

書
館

ミ
ッ

シ
ョ

ン
か

ら
）
 

2
 

運
営

方
針

 
 

 

3
 

設
置

組
織

 
・
北

海
道

大
学

附
属

図
書

館
 

・
設

置
責

任
者

 
：
 

附
属

図
書

館
長

 

4
 

運
営

組
織

 
・
本

 
 

 
館

 
： 

附
属

図
書

館
本

館
 

 

・
北

図
書

館
 

：
 

附
属

図
書

館
北

図
書

館
 

5
 

連
携

組
織

 
・
L

C
設

置
段

階
で

の
連

携
組

織
は

な
い

が
、

設
置

後
は

、
国

際
本

部
や

高
等

教
育

推
進

機
構

等
と

の
運

用
上

の
連

携
を

多
く
行

っ
て

い
る

。
 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

・
本

 
 

 
館

 
： 

附
属

図
書

館
利

用
支

援
課

 
本

館
閲

覧
担

当
／

調
査

支
援

担
当

 

・
北

図
書

館
 

：
 

附
属

図
書

館
利

用
支

援
課

 
北

図
書

館
担

当
／

学
習

支
援

企
画

担
当

 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 
・
常

時
、

W
eb

と
ペ

ー
パ

ー
で

の
意

見
・
要

望
を

受
付

け
て

い
る

。
 

8
 

評
価

と
見

直
し

 
・
20

11
年

7
月

の
オ

ー
プ

ン
エ

リ
ア

運
用

開
始

後
に

エ
リ

ア
の

あ
り

方
を

見
直

し
、

20
13

年
3

月
に

残
っ

て
い

た
書

架
の

す
べ

て
を

撤
去

し
た

。

・
20

13
年

度
に

自
己

点
検

評
価

に
伴

う
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

グ
ル

ー
プ

学
習

環
境

へ
の

評
価

は
満

足
度

と
し

て
高

か
っ

た
。

 

9
 

将
来

像
 

・
学

内
関

連
組

織
と

の
連

携
を

深
め

、
オ

ー
プ

ン
エ

リ
ア

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
フ

ロ
ア

等
の

施
設

や
設

備
を

活
用

し
た

学
習

支
援

に
努

め

る
。

 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

＜
施

設
・
設

備
＞

 

・
本

 
 

 
館

 
： 

20
11

年
7

月
に

増
築

、
2

階
に

オ
ー

プ
ン

エ
リ

ア
や

リ
テ

ラ
シ

ー
ル

ー
ム

、
メ

デ
ィ

ア
コ

ー
ト

等
を

設
置

。
可

動
式

の
椅

子
・
テ

ー

ブ
ル

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

、
P

C
等

を
整

備
。

 

・
北

図
書

館
 

：
 

2
0
1
5

年
3

月
に

増
築

、
２

階
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

フ
ロ

ア
と

セ
ミ

ナ
ー

ル
ー

ム
、

３
階

に
グ

ロ
ー

バ
ル

フ
ロ

ア
 
等

を
設

置
。

＜
人

的
支

援
＞

 

・
職

員
に

よ
る

相
談

窓
口

「
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

デ
ス

ク
」
の

試
行

 

・
外

国
人

留
学

生
に

よ
る

多
言

語
学

習
支

援
窓

口
「
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
」
の

試
行

 
 

・
E
S
S

サ
ー

ク
ル

に
よ

る
英

語
で

の
外

国
人

留
学

生
図

書
館

利
用

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

試
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＜
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

＞
 

・
語

学
演

習
資

料
や

英
語

多
読

テ
キ

ス
ト

の
充

実
、

海
外

留
学

用
の

パ
ン

フ
、

情
報

の
探

し
方

概
略

等
の

整
備

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＜
学

内
連

携
＞

 

・
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
や

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

室
等

の
学

内
関

連
組

織
と

連
携

し
て

、
各

種
講

習
会

や
学

習
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

。
 

 
 

 
 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

・
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

，
Ｄ

の
各

指
標

に
つ

い
て

、
充

分
と

は
言

え
な

い
ま

で
も

、
１

，
２

，
３

レ
ベ

ル
の

整
備

や
活

動
は

行
っ

て
い

る
。

 
４

の
学

内
組

織
と

の

連
携

の
制

度
化

レ
ベ

ル
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
２

０
１

５
年

３
月

 
北

海
道

大
学

 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ
っ

て
起

こ
る

で
あ

ろ
う

利

用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
設

置
の

目
的

 

協
同

学
習

や
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必
要

な
フ

ロ
ア

の
整

備
と

可
動

式
椅

子
と

テ
ー

ブ
ル

の
設

置
 

既
存

の
図

書
館

資
料

「
英

語
多

読
」

や
「
語

学
関

連
資

料
」
の

整
備

 

図
書

館
職

員
に

よ
る

相
談

窓
口

「
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

デ
ス

ク
」
の

設
置

 

多
様

な
ス

タ
イ

ル
で

の
学

習
の

試
み

（
個

人
・
グ

ル
ー

プ
学

習
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
）
の

発
生

 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館
の

独
自

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
 

 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
必

要
な

什

器
類

（
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
等

）
の

整
備

 

 
 

 
 

予
約

手
続

を
し

て
、

グ
ル

ー
プ

学
習

・
ゼ

ミ
・

授
業

等
の

占
有

的
利

用
の

発
生

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

デ
ス

ク
」
等

の
サ

ポ

ー
ト

に
よ

る
図

書
館

利
用

の
円

滑
化

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
様

な
ス

タ
イ

ル
で

の
学

習
の

試
み

（
個

人
・
グ

ル
ー

プ
学

習
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
）
の

発
生

 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
「
メ

デ
ィ

ア
コ

ー
ト

」
の

運
用

上
の

内
規

の
整

備
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
P

C
の

館
内

貸
出

 
学

習
用

の
電

子
書

籍
や

C
D

の
購

入

外
国

人
留

学
生

に
よ

る
多

言
語

で
の

学
習

支
援

（
利

用
相

談
か

ら
ラ

イ
テ

ィ

ン
グ

、
英

会
話

練
習

ま
で

）
「
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
」
の

試
行

 

電
子

書
籍

や
リ

ポ
ジ

ト
リ

登
録

し
た

講
習

会

資
料

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

P
C

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

柔
軟

な
対

応
 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 

「
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

講
習

会
」
実

施
指

針
、

「
業

者
と

協
力

し
て

実
施

す
る

講

習
会

」
実

施
要

領
の

策
定

 

飲
食

可
能

エ
リ

ア
「
ラ

ウ
ン

ジ
」
や

「
メ

デ
ィ

ア
コ

ー
ト

」
等

の
設

置
 

講
習

会
、

セ
ミ

ナ
ー

で
の

使
用

ス
ラ

イ

ド
の

リ
ポ

ジ
ト

リ
登

録
 

学
生

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

資
料

展
示

 

飲
食

や
会

話
の

可
否

等
明

確
な

ゾ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
る

学
習

ス
タ

イ
ル

明
確

化
 

 
 

 
 

 
 

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

ガ
イ

ド
」運

用

要
領

、
「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

セ
ミ

ナ

ー
」
実

施
要

領
の

策
定

 

会
話

可
能

エ
リ

ア
「
オ

ー
プ

ン
エ

リ
ア

」

や
「
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
フ

ロ
ア

」

等
と

静
謐

な
サ

イ
レ

ン
ト

エ
リ

ア
等

フ

ロ
ア

毎
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

 

図
書

館
の

W
e
b

サ
ー

ビ
ス

や
引

用
参

考
文

献
の

見
方

・
探

し
方

等
の

「
学

習

ガ
イ

ド
」
の

作
成

配
布

 

北
海

道
大

学
学

生
サ

ー
ク

ル
「
E
S
S
」

に
よ

る
留

学
生

図
書

館
利

用
案

内
の

実
施

 

「
学

習
ガ

イ
ド

」
を

き
っ

か
け

と
し

た
引

用
文

献
等

見
方

の
習

得
や

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

カ
ウ

ン

タ
ー

の
利

用
 

 
 

 
 

 
 

教
員

へ
の

F
D

で
図

書
館

の
学

習
支

援
機

能
を

紹
介

 
 

 
 

 

北
海

道
大

学
図

書
館

サ
ー

ク
ル

「
S
ap

po
lo

」
に

よ
る

施
設

活
用

イ
ベ

ン

ト
の

実
施

 

「
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
」
や

「
E
S
S

」

に
よ

る
多

言
語

で
の

学
習

相
談

や
利

用
相

談
に

よ
る

学
習

の
円

滑
化

 
 

 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

授
業

や
ゼ

ミ
等

で
の

利
用

 

P
C

や
無

線
L
A

N
環

境
、

プ
リ

ン
タ

ー

の
整

備
（
事

務
局

情
報

推
進

課
・
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
）
 

「
英

語
多

読
マ

ラ
ソ

ン
」
参

加
者

の
進

捗
度

管
理

（
英

語
授

業
科

目
と

の
連

携
）
 

「
国

際
本

部
」
や

「
高

等
教

育
推

進
機

構
」
等

と
の

共
催

に
よ

る
展

示
や

講

演
会

の
実

施
 

持
ち

込
み

ノ
ー

ト
P

C
と

無
線

L
A

N
環

境
を

利
用

し
、

リ
モ

ー
ト

ア
ク

セ
ス

を
活

用
し

て
の

授
業

の
実

施
 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目
的

の
推

進
 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

 
 

 
 

M
O

O
C

ｓ
の

教
材

作
成

試
行

（
オ

ー
プ

ン
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
と

の

連
携

）
 

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

の
試

行
と

学

習
ガ

イ
ド

配
布

 

「
英

語
多

読
マ

ラ
ソ

ン
」
企

画
で

、
独

り
学

習

か
ら

学
生

相
互

学
習

へ
の

触
発

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

統
一

認
証

（
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
）
に

よ
る

リ
モ

ー
ト

ア
ク

セ
ス

 

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」

と
共

催
に

よ
る

レ
ポ

ー
ト

作
成

等
の

セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

 

「
国

際
本

部
」
や

「
高

等
教

育
推

進
機

構
」
と

の
共

催
で

グ
ロ

ー
バ

ル
な

情
報

取
得

や
講

演
会

の
受

講
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
ラ

ー
ニ

ン
グ

サ
ポ

ー
ト

室
」
や

「
オ

ー
プ

ン

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

」
教

員
と

の
連

携
に

よ
る

多
様

な
セ

ミ
ナ

ー
や

教
材

に
よ

る

ス
キ

ル
の

向
上

 

 
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

内
組

織
と

の
連

携
の

制
度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

筑
波

大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 
学

生
の

学
習

支
援

、
イ

ン
プ

ッ
ト

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

ま
で

の
知

的
創

造
と

交
流

・
協

同
の

ト
ー

タ
ル

サ
ポ

ー
ト

を
目

指
し

た
空

間
及

び
人

的
支

援

の
提

供
 

2
 

運
営

方
針

 

以
下

の
４

つ
の

エ
リ

ア
で

の
各

種
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

 

（
１

）
ス

タ
デ

ィ
サ

ポ
ー

ト
エ

リ
ア

：
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

図
書

館
員

、
教

員
と

の
連

携
に

よ
る

各
種

パ
ー

ソ
ナ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

提
供

 

（
２

）
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

エ
リ

ア
：
P

C
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
ズ

図
書

、
授

業
関

連
必

読
図

書
等

に
よ

る
個

人
学

習
環

境
の

提
供

 

（
３

）
コ

ラ
ボ

エ
リ

ア
：
グ

ル
ー

プ
学

習
ス

ペ
ー

ス
の

設
置

や
各

種
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
実

施
に

よ
る

グ
ル

ー
プ

学
習

環
境

の
提

供
 

（
４

）
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

エ
リ

ア
：
企

画
展

示
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

支
援

に
よ

る
知

的
実

践
・
交

流
の

場
の

提
供

 

3
 

設
置

組
織

 

附
属

図
書

館
 

4
 

運
営

組
織

 
附

属
図

書
館

 

学
習

支
援

推
進

ワ
ー

キ
ン

グ
・
グ

ル
ー

プ
（
主

査
：情

報
サ

ー
ビ

ス
課

長
）
 

5
 

連
携

組
織

 
学

術
情

報
メ

デ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

附
属

図
書

館
学

習
支

援
推

進
ワ

ー
キ

ン
グ

・
グ

ル
ー

プ
（
情

報
管

理
課

企
画

渉
外

担
当

、
電

子
図

書
館

担
当

、
雑

誌
受

入
担

当
／

情
報

サ
ー

ビ
ス

課
図

書
サ

ー
ビ

ス
担

当
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

担
当

）
 

附
属

図
書

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
（
大

学
院

生
）
 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

及
び

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
（
平

成
2
7

年
2

月
～

3
月

）
 

8
 

評
価

と
見

直
し

 
平

成
2
6

年
度

～
2
7

年
度

に
か

け
て

、
運

用
評

価
を

行
い

、
評

価
に

基
づ

き
見

直
し

を
す

る
 

9
 

将
来

像
 

現
在

は
中

央
図

書
館

及
び

図
書

館
情

報
学

図
書

館
に

の
み

L
C

設
置

済
み

で
あ

る
が

、
各

専
門

図
書

館
に

も
L
C

の
設

置
や

学
習

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
展

開
を

図
る

。
あ

わ
せ

て
、

従
来

か
ら

の
利

用
支

援
、

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
と

新
た

に
企

画
・
実

施
し

て
い

る
学

習
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

融
合

、
体

系
化

を
図

り
、

学
生

の
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
パ

ス
に

対
応

し
た

学
習

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
定

常
化

を
目

指
す

。
 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

中
央

図
書

館
の

耐
震

改
修

工
事

に
あ

わ
せ

て
、

本
館

2
階

（
新

着
雑

誌
コ

ー
ナ

ー
）
を

模
様

替
え

し
て

、
平

成
2
3

年
9

月
に

L
C

を
設

置
。

可
動

式
テ

ー
ブ

ル
、

チ
ェ

ア
ー

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

ズ
図

書
、

授
業

関
連

必
読

図
書

、
全

学
P

C
（
6
6

台
）
を

導
入

。
学

習
サ

ポ
ー

ト
（
全

学
P

C
サ

ポ
ー

ト
含

む
）
の

た
め

に
、

大
学

院
生

を
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

雇
用

。
平

成
2
4

年
3

月
に

、
参

考
図

書
コ

ー
ナ

ー

を
撤

去
し

、
文

庫
・
新

書
コ

ー
ナ

ー
を

移
転

。
あ

わ
せ

て
ソ

フ
ァ

や
可

動
式

テ
ー

ブ
ル

を
追

加
す

る
と

と
も

に
、

全
学

P
C

（
１

７
台

）
・
プ

リ
ン

タ
を

増

設
。

 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

中
央

図
書

館
で

は
、

フ
ェ

ー
ズ

１
，

２
，

３
の

基
本

的
な

整
備

を
行

っ
た

。
と

く
に

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

サ
ポ

ー
ト

に
関

し
て

、
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

に
協

力
し

て
く
れ

る
教

員
を

附
属

図
書

館
研

究
開

発
室

員
に

任
命

、
研

究
開

発
室

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
位

置
づ

け
、

学
習

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
定

常
化

を
目

指
す

。
今

後
は

、
ス

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

バ
ル

事
業

の
展

開
に

対
応

す
る

た
め

、
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

と
の

連
携

を
、

人
的

支
援

、
資

料
提

供
の

両

面
で

強
化

し
た

い
。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

筑
波

大
学

 
 

 
 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ

っ
て

起
こ
る

で
あ
ろ

う
利
用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ス

ク
エ

ア
の

基

本
コ

ン
セ

プ
ト

の
制

定
 

・
運

営
組

織
と

し
て

、
ラ

ー
ニ

ン

グ
・
ス

ク
エ

ア
運

営
W

G
を

設

置
 

・
耐

震
改

修
工

事
に

あ
わ

せ

て
、

グ
ル

ー
プ

学
習

ス
ペ

ー
ス

の
整

備
 

・
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

ズ
図

書

（
レ

ポ
ー

ト
・
論

文
の

書
き

方
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
大

学
で

学
ぶ

技
術

に
関

す
る

図

書
）
、

授
業

関
連

必
読

図
書

の

設
置

 

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
制

定
（
大

学
の

非
常

勤
職

員
の

職
種

に
追

加
す

る
と

と
も

に
、

図
書

館
の

細
則

に
「
ラ

ー

ニ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

」
を

制
定

）
 

学
生

が
気

軽
に

集
い

、
学

び
、

教
え

あ
う

環
境

の
醸

成
 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館
の

独
自

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
大

学
院

生
に

よ
る

ピ
ア

サ
ポ

ー

ト
を

通
じ

た
主

体
的

学
習

の
促

進
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
・
運

営
組

織
を

、
学

習
支

援
推

進
W

G
に

改
称

 

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
活

性
化

の
た

め
の

活
動

・
広

報
強

化
（
新

入
生

オ
リ

エ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

、
授

業
、

広
報

ビ
デ

オ
等

で
の

活
動

の
周

知
、

学

生
協

働
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
の

発
表

等
）
 

・
L
C

内
の

レ
イ

ア
ウ

ト
の

見
直

し
を

行
い

、
文

庫
・
新

書
コ

ー

ナ
ー

の
設

置
と

あ
わ

せ
て

、
グ

ル
ー

プ
学

習
ス

ペ
ー

ス
を

拡

充
、

く
つ

ろ
げ

る
ソ

フ
ァ

を
設

置
 

・
多

面
的

な
学

習
・
教

養
に

役

立
つ

資
料

の
充

実
を

図
る

た

め
、

文
庫

・
新

書
の

蔵
書

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

配
架

場
所

を
L
C

内
に

変
更

。
 

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
企

画
に

よ
る

学
習

支
援

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（文

献
管

理
法

、

調
査

法
に

関
す

る
初

級
講

習

会
）
 

自
主

的
な

学
習

・
教

養
を

深
め

る
た

め
の

図
書

の
活

用
 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

ハ
ブ

と
な

り
、

学
生

同
士

の
交

流
や

学
習

活
動

の
見

え
る

化

に
よ

り
知

的
好

奇
心

を
刺

激
し

て
、

学
び

の
相

乗
効

果
を

促
進

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
実

施

の
た

め
の

教
員

と
の

連
携

（
附

属
図

書
館

研
究

開
発

室
員

に

任
命

）
 

・
学

内
学

生
団

体
（
T
G

N
：
つ

く

ば
院

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
と

の
連

携
企

画
や

授
業

等
で

の
成

果

発
表

の
受

入
 

・
学

術
情

報
メ

デ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー

に
よ

る
全

学
Ｐ

Ｃ
（
６

６
台

）
の

配
置

（
そ

の
後

、
P

C
１

７
台

、
プ

リ
ン

タ
ー

を
増

設
）
 

・
知

識
情

報
・
図

書
館

学
類

か

ら
寄

贈
を

受
け

た
iP

ad
（
２

０

台
）
の

貸
出

開
始

 

・
収

書
方

針
の

見
直

し
を

行

い
、

学
習

用
図

書
、

グ
ロ

ー
バ

ル
関

連
図

書
、

就
職

関
連

図

書
を

含
む

学
習

・
学

生
支

援
図

書
選

定
の

枠
を

新
た

に
設

定
 

・
Ｌ

Ｃ
内

に
お

い
て

、
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
支

援
連

続
セ

ミ
ナ

ー
を

行

い
、

図
書

館
が

そ
の

企
画

・
運

用
に

関
わ

っ
て

い
る

 

・
授

業
の

成
果

発
表

を
L
C

内

で
開

催
 

「
読

む
こ

と
」「

考
え

る
こ

と
」「

伝

え
る

こ
と

」
等

大
学

で
の

学
び

に
必

要
な

ス
キ

ル
の

習
得

 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

 
 

 
 

 
 

異
分

野
交

流
に

よ
る

知
的

創
造

・
協

働
の

促
進

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

内
組

織
と

の
連

携
の

制
度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4
-E
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

千
葉

大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 
千

葉
大

学
に

お
い

て
「
生

涯
学

び
続

け
る

基
礎

的
な

能
力

」
「
知

識
活

用
能

力
」
を

持
つ

『
考

え
る

学
生

』
を

創
造

す
る

。
 

2
 

運
営

方
針

 

コ
ン

テ
ン

ツ
を

活
用

し
、

人
的

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
習

空
間

で
の

学
習

を
可

能
と

す
る

 

授
業

の
動

画
な

ど
大

学
の

学
習

を
支

え
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

制
作

、
発

信
す

る
と

と
も

に
、

大
学

外
で

生
産

さ
れ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
有

効
な

利
用

を

可
能

と
す

る
 

学
習

支
援

者
の

育
成

や
教

育
IC

T
の

活
用

に
か

か
る

F
D

な
ど

教
育

、
学

習
資

源
の

構
築

に
関

わ
る

サ
ポ

ー
ト

を
可

能
と

す
る

 

3
 

設
置

組
織

 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

ン
ク

・
セ

ン
タ

ー
/
附

属
図

書
館

 

設
置

責
任

者
：
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

ン
ク

・
セ

ン
タ

ー
長

 

4
 

運
営

組
織

 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

ン
ク

・
セ

ン
タ

ー
 

設
置

責
任

者
：
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

ン
ク

・
セ

ン
タ

ー
長

 

5
 

連
携

組
織

 
統

合
情

報
セ

ン
タ

ー
 

普
遍

教
育

セ
ン

タ
ー

 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

ン
ク

・
セ

ン
タ

ー
教

員
、

職
員

 

附
属

図
書

館
職

員
 

セ
ン

タ
ー

雇
用

S
A

 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

設
置

後
、

毎
年

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
定

点
調

査
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

定
点

調
査

の
報

告
書

と
評

価
委

員
会

報
告

書
を

公
開

 

8
 

評
価

と
見

直
し

 
4

年
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
間

に
毎

年
評

価
委

員
会

を
行

い
、

評
価

に
基

づ
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
を

見
直

し
た

。
 

9
 

将
来

像
 

新
し

い
学

習
環

境
モ

デ
ル

，
新

し
い

学
習

支
援

専
門

職
の

モ
デ

ル
構

築
・
育

成
，

コ
ン

テ
ン

ツ
創

出
と

流
通

・
利

用
環

境
の

さ
ら

な
る

整
備

を
進

め
て

い
く
 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

ン
ク

・
セ

ン
タ

ー
を

設
立

、
全

フ
ロ

ア
が

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ス

ペ
ー

ス
と

な
る

新
棟

を
増

築
、

そ
の

後
改

修
工

事
と

と
も

に
静

寂
閲

覧
室

な
ど

を
設

置
し

、
対

話
空

間
と

静
寂

空
間

の
両

方
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

整
備

を
行

っ
た

。
 

数
学

、
物

理
、

化
学

、
文

系
の

４
科

目
の

学
習

支
援

が
行

え
る

よ
う

に
、

大
学

院
生

の
S
A

を
雇

用
し

た
。

ま
た

P
C

サ
ポ

ー
ト

な
ど

の
技

術
支

援

が
行

え
る

S
A

、
図

書
館

に
関

わ
る

業
務

を
通

し
て

図
書

館
運

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
S
A

を
大

学
院

生
、

学
部

生
か

ら
雇

用
し

た
。

 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

大
学

と
し

て
の

教
育

改
革

の
方

策
と

し
て

ス
タ

ー
ト

し
て

お
り

、
1～

3
の

段
階

を
踏

ん
で

い
な

い
。

当
面

の
整

備
は

完
了

し
た

。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

千
葉

大
学

 
 

 
 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ

っ
て
起

こ
る
で

あ

ろ
う
利
用

者
の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

 
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ス

ペ

ー
ス

で
あ

る
N

棟
、

I棟
の

増

設
、

既
存

の
K

棟
の

改
修

 

 
 

 
 

会
話

可
能

な
ス

ペ
ー

ス
を

利
用

し
た

、
複

数
人

数
に

よ
る

共
同

学
習

や
、

成
果

発
表

な
い

し
そ

の
準

備
等

 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館

の
独

自
対

応
 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 

 
 

L
棟

の
改

修
、

静
寂

ス
ペ

ー

ス
、

ラ
ウ

ン
ジ

の
整

備
、

ア
ク

テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ス

ペ
ー

ス

の
拡

大
 

 
 

 
 

 
 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

 
 

 
 

授
業

資
料

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
の

整

備
 

L
M

S
の

整
備

 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

ン
ク

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

立
ち

上
げ

 
 

 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

ン
ク

に
よ

る

千
葉

大
学

の
教

育
改

革
」
を

目
的

と
し

て
H

2
3
～

2
6

年
に

概
算

要
求

を
行

い
、

附
属

図

書
館

、
統

合
情

報
セ

ン
タ

ー
、

普
遍

教
育

セ
ン

タ
ー

の
協

力

に
よ

る
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

ン
ク

・

セ
ン

タ
ー

を
設

立
し

た
。

 

 
 

授
業

動
画

の
制

作
支

援
・
公

開
 

授
業

紹
介

動
画

、
セ

ミ
ナ

ー
動

画
の

制
作

、
公

開
 

学
習

支
援

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
ア

シ
ス

タ
ン

ト
に

よ
る

分

野
別

学
習

相
談

 

技
術

支
援

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
ア

シ
ス

タ
ン

ト
に

よ
る

授

業
動

画
撮

影
 

図
書

館
業

務
支

援
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

ア
シ

ス
タ

ン
ト

に

よ
る

館
内

サ
ー

ビ
ス

の
見

直
し

 

利
用

可
能

な
資

源
（
コ

ン
テ

ン
ツ

、
ス

ペ
ー

ス
、

人
的

支

援
）
を

、
有

効
に

利
用

し
た

学
習

 

学
内

組
織

と
の

連
携

の
制

度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

新
潟

大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 

（
１

）
新

潟
大

学
が

目
指

す
「
豊

か
な

学
士

力
を

育
む

」
た

め
の

環
境

整
備

 

（
２

）
学

生
の

共
同

的
・
自

主
的

な
学

習
を

支
援

す
る

快
適

な
環

境
の

提
供

 

（
３

）
第

2
期

中
期

目
標

「
双

方
向

型
学

習
支

援
に

よ
り

、
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
支

援
す

る
設

備
・
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
拡

充
」
お

よ
び

中
期

計
画

「
自

主
的

学
習

の
た

め
の

ＩＣ
Ｔ

設
備

な
ど

の
環

境
の

充
実

」
を

推
進

す
る

。
 

2
 

運
営

方
針

 

（
１

）
P

C
や

可
動

式
の

テ
ー

ブ
ル

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

等
を

自
由

に
組

み
合

わ
せ

、
学

生
自

身
で

学
習

空
間

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

可
能

 

（
２

）
グ

ル
ー

プ
学

習
、

プ
レ

ゼ
ン

エ
リ

ア
、

少
人

数
ブ

ー
ス

な
ど

学
習

ス
タ

イ
ル

に
あ

わ
せ

た
多

様
な

学
習

空
間

を
提

供
 

（
３

）
F
L
-
S
A

L
C

（
外

国
語

学
習

支
援

ス
ペ

ー
ス

）
の

設
置

 

（
４

）
カ

フ
ェ

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
ス

ペ
ー

ス
な

ど
長

期
間

滞
在

型
の

ア
メ

ニ
テ

ィ
環

境
整

備
 

（
５

）
教

育
用

P
C

、
全

館
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

設
置

な
ど

IC
T

環
境

の
整

備
 

（
６

）電
子

情
報

と
紙

媒
体

資
料

を
有

機
的

に
結

び
つ

け
た

「ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

・
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
」の

実
現

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
７

）ラ
イ

ブ
ラ

リ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

人
的

サ
ポ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
８

）
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

よ
る

飲
料

持
ち

込
み

を
可

能
 

3
 

設
置

組
織

 
附

属
図

書
館

 

4
 

運
営

組
織

 
附

属
図

書
館

 

5
 

連
携

組
織

 

（
１

）教
育

・
学

生
支

援
機

構
 

（
２

）
教

育
・
学

生
支

援
機

構
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
（
外

国
語

教
育

部
門

）
 

（
３

）情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

 

（
４

）
附

属
図

書
館

，
教

育
・
学

生
支

援
機

構
連

絡
協

議
会

 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

附
属

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
課

情
報

サ
ー

ビ
ス

係
・
情

報
調

査
係

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

学
生

ス
タ

ッ
フ

（大
学

院
生

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

（
１

）
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
（
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
1

年
目

）
 

（
２

）
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
（
数

年
ご

と
予

定
） 

（
３

）
学

生
生

活
実

態
調

査
（
２

年
ご

と
）
 

（
４

）
全

学
F
D

・
S
D

に
よ

る
報

告
 

8
 

評
価

と
見

直
し

 
（
１

）
利

用
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
見

直
し

 

（
２

）
附

属
図

書
館

，
教

育
・
学

生
支

援
機

構
連

絡
協

議
会

に
よ

る
評

価
お

よ
び

見
直

し
 

9
 

将
来

像
 

学
生

の
主

体
的

学
修

を
促

進
す

る
た

め
教

育
組

織
と

連
携

し
て

授
業

に
密

着
し

た
関

連
事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ
を

質
的

に
整

備
拡

充
す

る
。

 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

平
成

2
5

年
4

月
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
あ

た
り

面
積

を
2
8
0

㎡
か

ら
2
,5

0
0

㎡
へ

拡
張

し
、

グ
ル

ー
プ

学
習

、
プ

レ
ゼ

ン
エ

リ
ア

、
少

人
数

ブ
ー

ス
な

ど
学

習
ス

タ
イ

ル
に

あ
わ

せ
た

多
様

な
学

習
空

間
を

整
備

し
た

。
教

育
用

P
C

8
0

台
に

加
え

て
、

図
書

館
で

貸
出

用
P

C
3
0

台
、

大
型

プ
リ

ン
タ

、

ス
キ

ャ
ナ

等
教

材
作

成
機

器
を

整
備

し
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

学
習

サ
ポ

ー
ト

に
か

か
わ

る
人

的
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

し
た

。

ま
た

、
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
を

活
用

し
た

F
L
-
S
A

L
C

（
外

国
語

学
習

支
援

ス
ペ

ー
ス

）
の

整
備

は
、

教
育

組
織

等
と

連
携

し
た

学
修

・
教

育
支

援
の

取
り

組
み

と
し

て
「
大

学
図

書
館

の
先

進
的

な
取

り
組

み
の

実
践

例
」
と

し
て

文
部

科
学

省
の

H
P

で
紹

介
さ

れ
た

。
 

な
お

、
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
支

援
す

る
た

め
に

教
育

組
織

と
連

携
し

て
「
附

属
図

書
館

，
教

育
・
学

習
支

援
機

構
連

絡
協

議
会

」
を

立
ち

上

げ
た

。
（
平

成
27

年
2

月
） 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

現
状

で
は

、
フ

ェ
ー

ズ
１

，
２

，
３

の
基

本
的

な
整

備
を

行
っ

た
。

今
後

、
４

を
目

指
し

て
、

「
附

属
図

書
館

，
教

育
・
学

習
支

援
機

構
連

絡
協

議
会

」

に
お

い
て

、
図

書
館

の
利

活
用

を
通

し
て

、
主

体
的

学
習

に
資

す
る

具
体

的
な

方
策

の
企

画
、

実
施

お
よ

び
評

価
等

を
行

い
、

教
育

・
学

習
に

密
接

し
た

関
連

事
業

等
を

展
開

し
た

い
。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

新
潟

大
学

 
 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大

の
方

向
 

A
.運

営
上

の
指

標
 

B
.物

理
的

指
標

 
C

.リ
ソ

ー
ス

上
の

指
標

 
D

.人
的

指
標

 
E
．

A
-D

に
よ

っ
て

起
こ
る

で
あ
ろ

う
利
用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

・
授

業
開

始
30

分
前

開
館

等
に

関
わ

る
開

館
時

間
の

見
直

し
 

→
利

用
規

程
の

改
正

 

 ・
大

型
プ

リ
ン

タ
利

用
要

項
（
学

術
情

報
基

盤
機

構
図

書
館

長
裁

定
）
 

 ・
利

用
状

況
に

応
じ

た
柔

軟
な

運
用

を
図

る

た
め

、
貸

出
冊

数
お

よ
び

貸
出

期
間

等
に

つ
い

て
は

規
程

で
は

な
く
利

用
案

内
等

で

定
め

る
→

利
用

規
程

の
改

正
 

 ・
グ

ル
ー

プ
学

習
室

の
オ

ン
ラ

イ
ン

予
約

 

・
増

改
修

工
事

に
よ

っ
て

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ

を
拡

充
 

 ・
貸

出
用

Ｐ
Ｃ

 

 ・
大

型
プ

リ
ン

タ
、

ス
キ

ャ

ナ
教

材
な

ど
教

材
作

成

機
器

の
整

備
 

   

 
 

・
図

書
館

ス
タ

ッ
フ

が
レ

フ
ァ

レ

ン
ス

を
貸

出
カ

ウ
ン

タ
ー

近
く

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
カ

ウ
ン

タ
ー

で

対
応

 

 ・
図

書
館

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
情

報

検
索

ガ
イ

ダ
ン

ス
 

・
授

業
開

始
前

の
図

書
館

利

用
 

 ・
授

業
外

の
自

主
学

習
 

 ・
学

習
ス

タ
イ

ル
（
学

習
会

話
、

グ
ル

ー
プ

学
習

、
プ

レ
ゼ

ン
な

ど
）
に

あ
わ

せ
た

利
用

 

 ・
グ

ル
ー

プ
学

習
室

の
自

由
利

用
と

予
約

利
用

 

 ・
ポ

ス
タ

ー
等

の
教

材
作

成
 

 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館
の

独
自

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整

備
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
・
図

書
館

が
カ

フ
ェ

と
契

約
 

 ・
飲

食
エ

リ
ア

の
見

直
し

 

・
飲

食
ス

ペ
ー

ス
及

び
カ

フ
ェ

を
設

置
 

 
 

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ
に

配

置
す

る
に

あ
た

り
、

学
生

フ
タ

ッ

フ
制

度
に

よ
り

大
学

院
生

を
雇

用
（
P

C
操

作
、

履
修

登
録

相

談
、

情
報

検
索

、
学

習
相

談
を

担
当

）
 

 ・
学

生
サ

ー
ク

ル
と

連
携

、
協

働
企

画
 

・
長

時
間

滞
在

型
の

図
書

館

利
用

 

 ・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に

よ
る

学
習

サ
ポ

ー
ト

 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

・
「
附

属
図

書
館

，
教

育
・
学

生
支

援
機

構

連
絡

協
議

会
」
を

設
置

（
学

術
情

報
基

盤
機

構
長

決
裁

）
 

 ・
図

書
館

機
能

を
活

用
し

た
授

業
利

用
 

 ・
教

育
・
学

生
支

援
機

構
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
外

国
語

部
門

の
教

員
と

連
携

（
規

程
な

し
）
 

 ・
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
（
規

程
な

し
）
 

・
F
L
－

S
A

L
C

（
外

国
語

学
習

支
援

ス
ペ

ー
ス

）
を

設
置

 

 ・
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

全
学

Ｐ
Ｃ

の
配

置
 

・
F
L
－

S
A

L
C

に
外

国
語

学
習

資
料

を
整

備
（
図

書
、

D
V

D
資

料
）
 

・
F
L
-
S
A

L
C

に
英

語
学

習
ア

ド

バ
イ

ザ
ー

、
F
L
-S

A
L
C

ア
シ

ス

タ
ン

ト
を

配
置

。
留

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
に

よ
る

外
国

語
チ

ャ
ッ

ト
（
自

由
会

話
）
開

始
。

 

 ・
教

員
と

学
務

担
当

部
署

お
よ

び
図

書
館

職
員

か
ら

構
成

さ

れ
る

「
附

属
図

書
館

，
教

育
・

学
生

支
援

機
構

連
絡

協
議

会
」
を

設
置

 

・
授

業
外

の
外

国
語

学
習

 

 ・
授

業
に

密
着

し
た

学
習

サ
ポ

ー
ト

 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー

ル
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
内

組
織

と
の

連
携

の
制

度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
-E
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

金
沢

大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 
利

用
者

へ
知

識
を

「
伝

達
」
す

る
こ

と
か

ら
，

利
用

者
の

自
律

的
な

学
習

に
よ

っ
て

知
識

の
「
創

造
」を

目
指

す
こ

と
。

 

2
 

運
営

方
針

 

（
1
）
グ

ル
ー

プ
討

議
が

可
能

な
空

間
と

す
る

。
 

（
2
）
長

時
間

の
図

書
館

利
用

に
必

要
な

ア
メ

ニ
テ

ィ
環

境
（
カ

フ
ェ

）
を

整
備

す
る

。
 

（
3
）
学

生
必

携
Ｐ

Ｃ
の

利
用

環
境

を
整

え
，

Ｐ
Ｃ

等
を

使
っ

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
可

能
と

す
る

。
 

（
4
）
蔵

書
，

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ほ
か

，
図

書
館

が
提

供
す

る
各

種
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
と

す
る

。
 

3
 

設
置

組
織

 
附

属
図

書
館

 

設
置

責
任

者
 

附
属

図
書

館
長

 

4
 

運
営

組
織

 
附

属
図

書
館

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
運

営
部

会
 

部
会

長
 

附
属

図
書

館
長

 

5
 

連
携

組
織

 
総

合
メ

デ
ィ

ア
基

盤
セ

ン
タ

ー
 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

情
報

部
情

報
サ

ー
ビ

ス
課

中
央

図
書

館
係

(中
央

図
書

館
) 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

医
学

図
書

館
係

（医
学

図
書

館
） 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

図
書

館
の

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 

8
 

評
価

と
見

直
し

 
L
C

の
利

用
者

の
満

足
度

が
高

い
反

面
，

L
C

を
利

用
し

た
こ

と
の

な
い

図
書

館
利

用
者

も
多

い
。

 

今
後

，
個

人
で

学
習

・
研

究
を

す
る

た
め

の
静

寂
な

空
間

（
多

く
の

利
用

者
が

求
め

る
図

書
館

像
）
を

確
保

し
つ

つ
，

よ
り

多
く
の

学
生

が
利

用
で

き
る

施
設

等
を

整
備

し
併

せ
て

人
的

支
援

を
拡

大
す

る
。

 

9
 

将
来

像
 

・
国

際
化

の
推

進
と

学
習

支
援

機
能

強
化

の
た

め
，

国
際

交
流

を
支

援
す

る
ス

ペ
ー

ス
を

設
置

す
る

。
 

・
大

学
院

生
を

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
雇

用
し

，
人

的
支

援
を

強
化

す
る

。
 

・
中

央
図

書
館

を
増

改
修

し
，

Ｌ
Ｃ

の
機

能
と

規
模

拡
大

に
よ

り
学

習
支

援
機

能
を

強
化

す
る

。
 

・
就

職
，

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
含

め
学

生
の

授
業

時
間

外
で

の
学

修
を

総
合

的
に

支
援

す
る

。
 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

・
ロ

ビ
ー

，
演

習
室

，
ホ

ー
ル

及
び

検
索

コ
ー

ナ
ー

等
を

改
修

し
Ｌ

Ｃ
を

設
置

。
 

・
稼

働
机

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

，
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ト

，
Ｐ

Ｃ
等

を
配

置
し

た
。

ま
た

，
Ｌ

Ｃ
内

の
ラ

ウ
ン

ジ
に

カ
フ

ェ
を

設
置

し
軽

食
を

可
能

と
し

た
。

 

・
Ｌ

Ｃ
を

含
め

た
館

内
に

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

を
設

置
し

，
学

生
必

携
と

す
る

持
ち

込
み

Ｐ
Ｃ

の
使

用
に

対
応

さ
せ

た
。

 

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

制
度

化
し

，
授

業
の

予
習

，
復

習
及

び
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
を

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

る
。

 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

現
状

で
は

，
フ

ェ
ー

ズ
1
，

２
の

整
備

を
行

っ
た

と
自

己
評

価
。

フ
ェ

ー
ズ

３
以

降
と

し
て

図
書

館
の

中
期

ビ
ジ

ョ
ン

，
大

学
が

受
託

し
た

教
育

加
速

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
ス

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

バ
ル

大
学

創
成

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
現

に
向

け
活

動
に

取
り

組
む

予
定

。
そ

の
た

め
に

は
，

図
書

館
外

の
教

員
組

織
等

と
の

連
携

，
人

的
支

援
の

強
化

が
課

題
で

あ
る

。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

金
沢

大
学

 
 

 
 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ

っ
て

起
こ
る

で
あ
ろ

う
利
用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

図
書

館
に

よ
る

Ｌ
Ｃ

ポ
リ

シ
ー

策
定

 
協

同
学

習
・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必

要
な

ス
ペ

ー
ス

整
備

 
既

存
の

図
書

館
資

料
等

 
図

書
館

員
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

よ
る

レ

フ
ァ

レ
ン

ス
及

び
ガ

イ
ダ

ン
ス

 
図

書
館

に
関

す
る

知
識

の
習

得
 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館
の

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
運

営
に

関
す

る
事

項
整

備
 

協
同

学
習

・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必

要
な

可
動

式
の

什
器

類
の

整
備

 
 

 
L
C

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
企

画
 

学
習

機
会

及
び

学
習

時
間

の
増

加
 

図
書

館
に

協
同

学
習

ス
ペ

ー
ス

等
を

付
加

し
、

L
C

の
運

用
方

針
を

立
て

る
 

 
 

 
 

 
 

カ
フ

ェ
の

設
置

 
 

 
利

用
ガ

イ
ダ

ン
ス

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

向
上

 
長

時
間

滞
在

可
能

な
環

境
の

整
備

 

 
 

 
 

 
 

無
線

L
A

N
の

整
備

 
 

 
 

 
 

 
情

報
利

用
環

境
の

整
備

 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
飲

食
及

び
携

帯
電

話
の

利
用

に

関
す

る
規

定
の

改
正

 
ip

ad
等

学
習

支
援

機
器

の
貸

出
 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
修

得
支

援

図
書

 

図
書

館
員

に
よ

る
情

報
リ

テ
ラ

シ

ー
教

育
 

学
術

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
の

修
得

 
共

同
学

習
空

間
以

外
の

多
様

な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
取

扱

い
要

領
の

制
定

 
L
C

の
部

分
的

改
修

 
就

職
，

留
学

，
キ

ャ
リ

ア
支

援
図

書
 

学
習

相
談

所
の

設
置

 
自

身
に

よ
る

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
 

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
及

び
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
へ

の
人

的
支

援
の

拡
大

 

 
 

 
 

 
 

分
館

に
L
C

を
拡

大
 

語
学

修
得

図
書

 
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度

の
導

入
 

予
習

・
復

習
時

間
の

増
加

 

（
学

力
の

向
上

）
 

学
生

の
自

主
的

活
動

の
推

進
 

 
 

 
 

 
 

分
館

に
カ

フ
ェ

を
設

置
 

電
子

リ
ソ

ー
ス

の
拡

充
 

学
生

サ
ー

ク
ル

等
と

の
協

働
 

 
 

初
年

次
教

育
で

の
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

教

育
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蔵
書

及
び

論
文

の
統

合
検

索
の

提
供

 
 

 
 

 
 

 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

学
生

・
院

生
雇

用
規

則
の

改
定

（
制

定
）
 

国
際

交
流

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
 

T
A

用
指

導
参

考
図

書
配

置
 

T
A

等
に

よ
る

サ
ー

ポ
ー

ト
デ

ィ
ス

ク
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
，

論
文

指
導

）
 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
の

修
得

 
他

組
織

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

教
員

及
び

教
員

組
織

と
の

連
携

 
 

 
 

 
T
A

及
び

国
際

交
流

サ
ー

ク
ル

等

と
連

携
し

国
際

交
流

支
援

 
国

際
感

覚
の

涵
養

 
学

生
の

国
際

交
流

支
援

 

 
 

 
 

学
生

関
連

部
署

と
の

連
携

 
 

 
 

 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

テ
ラ

シ
ー

修
得

等
の

多
様

な
人

的
支

援
 

語
学

力
の

向
上

 
学

士
教

育
担

当
組

織
・
教

員
等

と
の

連
携

 

 
 

 
 

総
合

メ
デ

ィ
ア

基
盤

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

 
 

 
 

 
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

と

の
連

携
 

 
 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
養

成
（
ラ

イ
テ

ィ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

等
）
の

イ
ベ

ン
ト

等
開

催
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

P
C

サ
ポ

ー
ト

 
 

 
 

 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
運

営
に

関
す

る
事

項
改

訂
 

増
改

修
に

よ
る

L
C

ス
ペ

ー
ス

の

拡
張

 

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
の

提

供
 

授
業

時
間

外
で

の
総

合
学

修
支

援
 

グ
ロ

ー
バ

ル
ス

キ
ル

の
向

上
 

学
内

組
織

と
の

連
携

の
制

度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る

 
 

 
什

器
類

の
増

設
 

 
 

留
学

及
び

留
学

生
支

援
 

社
会

人
と

し
て

必
要

な
モ

ラ
ル

や

ス
キ

ル
の

修
得

 

学
生

部
と

共
同

で
総

合
学

修
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

就
職

，
キ

ャ
リ

ア
支

援
 

 
 

学
務

部
や

授
業

担
当

教
員

と
の

連
携

に
よ

る
授

業
補

完
体

制
整

備
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
ろ

ず
相

談
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

名
古

屋
大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 

学
生

の
創

造
的

能
力

の
向

上
を

目
指

す
た

め
，

学
修

環
境

を
強

化
し

，
充

実
し

た
教

育
学

修
支

 

援
を

行
う

（
「
名

古
屋

大
学

附
属

図
書

館
の

基
本

理
念

及
び

基
本

目
標

」
）
。

 

図
書

館
の

学
術

情
報

基
盤

を
も

と
に

し
て

、
協

同
学

習
、

IT
を

活
用

し
た

学
習

が
行

え
る

総
合

的
な

学
習

環
境

／
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

能
力

の
育

成
及

び
学

習
を

効
果

的
に

行
え

る
サ

ポ
ー

ト
サ

ー
ビ

ス
／

学
習

及
び

学
生

生
活

に
関

す
る

各
種

情
報

の
提

供
（
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

W
E
B

ペ

ー
ジ

） 

2
 

運
営

方
針

 

（
１

）会
話

の
で

き
る

学
習

環
境

 

（
２

）
P

C
を

使
っ

た
情

報
収

集
、

学
習

が
行

え
る

IT
利

用
環

境
 

（
３

）
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

学
習

支
援

 

（
４

）
留

学
生

向
け

各
種

情
報

提
供

 

（
５

）
学

生
生

活
相

談
等

ピ
ア

・サ
ポ

ー
ト

 

3
 

設
置

組
織

 
附

属
図

書
館

 

設
置

責
任

者
 

附
属

図
書

館
長

 

4
 

運
営

組
織

 
附

属
図

書
館

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

責
任

者
 

附
属

図
書

館
事

務
部

長
 

5
 

連
携

組
織

 

情
報

連
携

統
括

本
部

 

学
生

相
談

総
合

セ
ン

タ
ー

 

教
養

教
育

院
 

高
等

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

 

教
育

・
学

修
支

援
機

能
強

化
の

た
め

の
業

務
連

絡
会

 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

附
属

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
課

 

 
・
閲

覧
掛

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

掛
、

調
査

支
援

掛
 

 
・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

掛
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
（
大

学
院

生
）
 

学
生

相
談

総
合

セ
ン

タ
ー

 

 
・
名

大
ピ

ア
・
サ

ポ
ー

ト
学

生
相

談
サ

ポ
ー

タ
ー

 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

平
成

2
3

年
度

自
己

点
検

評
価

報
告

書
（
附

属
図

書
館

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

）
 

8
 

評
価

と
見

直
し

 

平
成

2
１

年
12

月
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

設
置

 

平
成

2
2

年
3

月
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
Ⅱ

期
工

事
完

成
 

平
成

2
4

年
3

月
 
小

規
模

改
修

 

平
成

2
6

年
3

月
 

耐
震

改
修

に
あ

わ
せ

て
ゾ

ー
ニ

ン
グ

変
更

、
機

能
強

化
改

善
 

 
※

自
己

評
価

活
動

な
ど

を
踏

ま
え

順
次

、
見

直
し

を
進

め
て

き
た

。
 

9
 

将
来

像
 

名
古

屋
大

学
附

属
図

書
館

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
基

準
に

基
づ

く
教

育
学

習
支

援
の

定
着

、
普

及
を

図
る

。
 

居
心

地
良

い
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ベ
ー

ス
と

し
て

の
利

用
環

境
の

維
持

、
発

展
に

努
め

る
。

 

（
第

3
期

中
期

計
画

）
 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

中
央

図
書

館
2 

階
は

「
会

話
の

で
き

る
空

間
」
と

し
て

、
玄

関
、

相
談

窓
口

、
展

示
室

、
カ

フ
ェ

の
つ

な
が

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

な
フ

ロ
ア

と
し

た
。

さ
ら

に

3
階

の
一

角
を

ガ
ラ

ス
で

仕
切

り
グ

ル
ー

プ
学

習
機

能
を

持
た

せ
、

そ
れ

以
外

は
静

謐
空

間
と

す
る

ゾ
ー

ニ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
。

IT
C

設
備

は

情
報

連
携

統
括

本
部

の
シ

ス
テ

ム
を

設
置

。
附

属
図

書
館

の
学

生
パ

ー
ト

職
員

が
学

習
相

談
を

、
学

生
相

談
総

合
セ

ン
タ

ー
の

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
生

活
相

談
を

受
け

る
体

制
を

と
っ

て
い

る
。

 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

東
山

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
現

状
で

は
フ

ェ
ー

ズ
１

、
２

、
３

の
基

本
的

な
整

備
を

行
っ

た
と

自
己

評
価

。
 

大
幸

キ
ャ

ン
パ

ス
、

鶴
舞

キ
ャ

ン
パ

ス
は

フ
ェ

ー
ズ

１
の

整
備

が
進

行
中

で
あ

る
。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

名
古

屋
大

学
 

 
 

 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ

っ
て

起
こ
る

で
あ
ろ

う
利
用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

利
用

規
程

の
改

訂
、

追
加

 
協

同
学

習
、

討
議

等
が

可
能

な
多

様
な

ス
ペ

ー
ス

 

語
学

資
料

、
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
関

係
資

料
 

大
学

院
生

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
相

談
窓

口
（
日

本
語

・
英

語
・
中

国
語

）
 

学
習

方
法

の
多

様
化

 
新

た
な

教
育

ニ
ー

ズ
へ

の
図

書

館
の

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
施

設
利

用
ル

ー
ル

の
掲

示
 

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

指
導

が
可

能
な

ス
ペ

ー
ス

 
就

職
関

係
資

料
 

図
書

館
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

講
習

会
 

学
習

活
動

の
見

え
る

化
に

よ

る
意

欲
向

上
 

図
書

館
に

協
同

学
習

ス
ペ

ー
ス

等
を

付
加

し
、

L
C

の
運

用
方

針
を

立
て

る
 

 
 

 
 

 
 

イ
ベ

ン
ト

や
展

示
に

対
応

す
る

ス
ペ

ー
ス

 

学
習

用
図

書
収

集
方

針
の

見

直
し

 
 

 
学

習
以

外
の

図
書

館
活

用
増

静
粛

空
間

で
は

な
い

利
用

環
境

の
整

備
 

 
 

 
 

 
 

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

タ
ー

、
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
 

学
習

用
図

書
収

集
に

お
け

る

グ
ロ

ー
バ

ル
化

対
応

 
 

 
 

 
 

 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
飲

食
に

関
す

る
方

針
の

明
示

 
電

源
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

な
ど

IT
C

環
境

 

iB
e
ac

o
n

を
使

用
し

た
棚

案
内

シ
ス

テ
ム

の
導

入
 

大
学

院
生

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
講

習
会

 
学

習
上

の
躓

き
の

回
避

 
共

同
学

習
空

間
以

外
の

多
様

な

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
電

源
使

用
に

関
す

る
方

針
の

明
示

 
A

V
ブ

ー
ス

 
英

語
校

正
ソ

フ
ト

の
使

用
環

境

大
学

院
生

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
英

会
話

、
ク

イ
ズ

、
写

真
展

等
の

イ
ベ

ン
ト

 

滞
在

時
間

の
拡

大
 

情
報

利
用

環
境

の
整

備
 

 
 

 
 

目
的

別
の

施
設

利
用

案
内

の

W
E
B

で
の

明
示

 
カ

フ
ェ

 
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

サ
ー

ビ
ス

の

導
入

 

学
生

相
談

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

相
談

窓
口

、
掲

示
板

 
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
 

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
及

び
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
へ

の
人

的
支

援
の

拡
大

 

 
 

 
 

附
属

図
書

館
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

基
準

の
策

定
 

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
（
文

房
具

）
 

ガ
イ

ド
シ

ー
ト

、
E

ラ
ー

ニ
ン

グ

コ
ン

テ
ン

ツ
 

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
サ

ー
ク

ル
の

支
援

 
 

 
学

生
の

自
主

的
活

動
の

推
進

 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

「
教

育
・
学

修
支

援
機

能
強

化

の
た

め
の

業
務

連
絡

会
」
の

設

置
 

情
報

連
携

統
括

本
部

に
よ

る

P
C

、
ネ

ッ
ト

環
境

の
整

備
 

 
 

教
養

教
育

院
、

高
等

教
育

研

究
セ

ン
タ

ー
、

国
際

交
流

本
部

教
員

に
よ

る
各

種
講

習
会

 

自
律

的
学

習
の

推
進

 
長

時
間

滞
在

可
能

な
環

境
の

整

備
 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

教
養

教
育

院
統

括
会

議
へ

の

オ
ブ

ザ
ー

バ
参

加
 

 
 

 
 

初
年

次
教

育
（
基

礎
セ

ミ
ナ

ー
）
担

当
T
A

向
け

講
習

会
 

教
育

支
援

強
化

に
よ

る
学

修

成
果

向
上

へ
の

好
影

響
 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目
的

の
推

進
 

 
 

 
 

初
年

次
教

育
F
D

へ
の

参
加

 
 

 
 

 
基

礎
セ

ミ
ナ

ー
の

た
め

の
オ

ー

ダ
ー

メ
イ

ド
講

習
会

 
 

 
全

学
Ｐ

Ｃ
の

配
置

と
連

携
を

基
礎

に
し

た
人

的
サ

ポ
ー

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初
年

時
教

育
担

当
組

織
・
教

員
等

と

の
連

携
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
附

属
図

書
館

研
究

開
発

室
に

関
係

の
兼

任
室

員
を

配
置

 
 

 
 

 

図
書

館
の

講
習

会
を

受
け

た

基
礎

セ
ミ

ナ
ー

担
当

T
A

に
よ

る
新

入
生

指
導

 

基
礎

セ
ミ

ナ
ー

の
目

標
で

あ
る

「
読

み
、

書
き

、
話

す
能

力
」
修

得
の

促
進

 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
養

成
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

イ

ベ
ン

ト
等

開
催

 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

内
組

織
と

の
連

携
の

制
度

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク

ス
キ

ル
）
を

関
連

組
織

と
連

携
し

て
設

置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
務

部
や

授
業

担
当

教
員

と
の

連
携

に
よ

る
授

業
補

完
体

制
整

備
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

大
阪

大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 

総
合

図
書

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
：
自

主
的

、
自

立
的

な
課

題
解

決
型

学
習

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
。

 

総
合

図
書

館
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

モ
ン

ズ
：
24

時
間

利
用

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

多
言

語
・
異

文
化

学
習

を
促

進
し

、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

の

学
び

と
交

流
を

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
置

 

2
 

運
営

方
針

 

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ
：
学

生
が

そ
れ

ぞ
れ

の
ス

タ
イ

ル
に

合
わ

せ
て

自
由

に
利

用
で

き
る

よ
う

ゾ
ー

ニ
ン

グ
を

設
計

。
貸

出
用

P
C

や
利

用
者

持
ち

込
み

P
C

が
利

用
で

き
る

よ
う

情
報

コ
ン

セ
ン

ト
や

無
線

L
A

N
環

境
を

整
備

。
卓

上
型

や
間

仕
切

り
代

わ
り

と
し

て
も

利
用

で
き

る
両

面
型

等
、

各
種

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
を

配
置

。
 

グ
ロ

ー
バ

ル
・
コ

モ
ン

ズ
：
2
4

時
間

利
用

を
想

定
し

、
据

置
P

C
は

配
置

せ
ず

、
情

報
コ

ン
セ

ン
ト

や
無

線
L
A

N
環

境
の

み
整

備
。

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
モ

ン
ズ

よ
り

も
可

動
式

の
テ

ー
ブ

ル
を

多
く
配

置
す

る
と

と
も

に
、

壁
面

、
柱

面
を

活
用

し
た

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
設

備
、

デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
用

テ
ー

ブ
ル

型
タ

ッ
チ

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

、
電

子
黒

板
等

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

践
す

る
た

め
の

様
々

な
設

備
を

導
入

。
 

3
 

設
置

組
織

 
附

属
図

書
館

 

4
 

運
営

組
織

 
附

属
図

書
館

利
用

支
援

課
 

5
 

連
携

組
織

 
組

織
的

な
連

携
は

今
の

と
こ

ろ
実

現
し

て
い

な
い

 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

附
属

図
書

館
利

用
支

援
課

 

附
属

図
書

館
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
（
大

学
院

生
）
 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

グ
ロ

ー
バ

ル
・
コ

モ
ン

ズ
設

置
時

に
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

（
2
0
1
2

年
5

月
） 

附
属

図
書

館
の

組
織

的
・
継

続
的

な
サ

ー
ビ

ス
改

善
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

20
08

年
か

ら
隔

年
で

実
施

 

8
 

評
価

と
見

直
し

 

2
0
1
4

年
12

月
に

自
動

書
庫

の
導

入
を

背
景

と
す

る
参

考
図

書
エ

リ
ア

か
ら

学
習

エ
リ

ア
へ

の
転

用
を

実
施

し
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
・コ

モ
ン

ズ
の

範
囲

を
拡

大
し

た
。

ま
た

、
傷

ん
だ

什
器

の
入

れ
替

え
や

Ｏ
Ａ

フ
ロ

ア
の

再
敷

設
も

実
施

し
た

。
 

9
 

将
来

像
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ
に

よ
る

自
学

自
習

環
境

の
整

備
に

加
え

、
新

た
な

交
流

の
場

と
し

て
20

12
年

11
月

に
グ

ロ
ー

バ
ル

・コ
モ

ン
ズ

を
開

設

し
た

。
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

モ
ン

ズ
内

に
、

英
語

の
論

文
執

筆
を

指
導

す
る

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

の
設

置
を

関
係

部
署

と
準

備
中

で
あ

る
。

  

  

1
0
 

整
備

の
概

要
 

2
0
0
9

年
6

月
に

完
了

し
た

耐
震

改
修

時
に

総
合

図
書

館
Ｂ

棟
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
を

行
い

、
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
を

設
置

し
、

情
報

機
器

や
可

動

式
の

机
・
椅

子
を

整
備

し
た

。
ま

た
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
を

配
置

し
、

図
書

館
の

利
用

や
学

習
の

サ
ポ

ー
ト

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、

新
た

に
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

モ
ン

ズ
を

設
置

し
、

他
の

エ
リ

ア
と

区
切

る
こ

と
に

よ
り

、
２

４
時

間
利

用
へ

の
対

応
を

図
っ

た
。

 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

現
状

で
は

、
フ

ェ
ー

ズ
１

，
２

，
３

の
基

本
的

な
整

備
を

行
っ

た
。

教
員

と
の

任
意

の
連

携
は

行
っ

て
お

り
、

こ
の

連
携

の
強

化
を

進
め

る
。

ま
た

、

ス
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
バ

ル
創

生
支

援
事

業
等

と
連

携
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

の
『
グ

ロ
ー

バ
ル

』
面

の
実

質
化

を
図

る
。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

大
阪

大
学

 
 

 
 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-D

に
よ

っ
て

起
こ
る

で
あ
ろ

う
利
用
者

の
学
修

(例
) 

解
説

 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
に

関

す
る

要
項

整
備

 

協
同

学
習

・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必

要
な

ス
ペ

ー
ス

整
備

 
パ

ス
フ

ァ
イ

ン
ダ

ー
の

作
成

・
配

布
従

来
型

の
図

書
館

職
員

に
よ

る
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
及

び
ガ

イ
ダ

ン
ス

 
グ

ル
ー

プ
・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館
の

独
自

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
 

 
協

同
学

習
・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必

要
な

可
動

式
の

什
器

類
の

整
備

 
 

 
T
A

に
よ

る
学

習
支

援
及

び
P

C
サ

ポ
ー

ト
 

グ
ル

ー
プ

・
ワ

ー
ク

 
 

 

 
 

 
 

 
 

貸
出

用
P

C
の

配
置

 
 

 
T
A

講
習

会
の

企
画

・
実

施
 

学
生

同
士

の
教

え
あ

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
授

業
等

使

用
要

項
整

備
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

ペ
ー

ス
及

び
関

連
機

器
の

導
入

・
設

置
 

世
界

各
国

の
新

聞
を

電
子

端

末
を

使
っ

て
閲

覧
 

L
C

内
で

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
 

授
業

 
共

同
学

習
空

間
以

外
の

多
様

な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
 

 
リ

ラ
ッ

ク
ス

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
 

シ
ラ

バ
ス

掲
載

図
書

の
配

置
 

学
生

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す

る
支

援
や

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
等

 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 
 

 

 
 

 
 

 
 

２
４

時
間

利
用

の
た

め
の

フ
ロ

ア
ー

整
備

（
図

書
館

内
の

他
の

エ
リ

ア
と

の
遮

断
機

能
等

の
導

入
）
 

 
 

グ
ロ

ー
バ

ル
・
コ

モ
ン

ズ
へ

の
T
A

の
配

置
 

留
学

生
と

の
交

流
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

全
学

教
育

推
進

機
構

教
員

へ

の
研

究
開

発
室

室
員

委
嘱

 

サ
イ

バ
ー

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
全

学
Ｐ

Ｃ
の

配
置

 

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

等
資

料
の

配

置
 

教
員

、
T
A

、
図

書
館

職
員

と
の

協
働

に
よ

る
「
レ

ポ
ー

ト
の

書

き
方

講
座

」
の

開
催

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
活

用
 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

 
 

 
 

キ
ャ

リ
ア

支
援

図
書

の
配

置
 

レ
ポ

ー
ト

作
成

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

内
組

織
と

の
連

携
の

制
度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る
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 （
３
）

L
C
整

備
セ
ル

フ
チ

ェ
ッ
ク

（
概

要
記
述

）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 

九
州

大
学

 
  

 
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
事

項
 

記
 

 
入

 

1
 

設
置

目
的

 

・
九

州
大

学
附

属
図

書
館

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
ひ

と
つ

で
あ

る
「
学

問
的

雰
囲

気
と

活
気

に
満

ち
た

学
習

図
書

館
の

実
現

」
の

た
め

に
設

置
 

・
設

置
（
経

費
要

求
）
時

の
目

的
：
学

部
学

生
の

学
習

の
場

・
授

業
と

の
連

携
の

場
・
イ

ベ
ン

ト
開

催
の

場
 

・
現

在
の

方
向

性
：
能

動
的

学
修

を
促

進
す

る
場

，
知

の
交

流
の

場
 

2
 

運
営

方
針

 

・
グ

ル
ー

プ
学

習
，

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
や

ス
ク

リ
ー

ン
を

使
用

し
た

学
習

・
プ

レ
ゼ

ン
等

，
グ

ル
ー

プ
で

P
C

を
使

い
な

が
ら

の
学

習
や

作
業

を
可

能

と
す

る
 

・
授

業
利

用
を

可
能

と
す

る
 

・
イ

ベ
ン

ト
利

用
を

可
能

と
す

る
 

・
利

用
目

的
に

つ
い

て
制

限
を

し
な

い
（
サ

ー
ク

ル
活

動
等

で
の

利
用

も
許

容
）
 

・
飲

食
は

フ
タ

の
つ

い
た

飲
料

の
み

可
と

す
る

 

3
 

設
置

組
織

 
附

属
図

書
館

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

設
置

責
任

者
 

附
属

図
書

館
長

 

4
 

運
営

組
織

 
附

属
図

書
館

 
利

用
支

援
課

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
 

連
携

組
織

 
情

報
統

括
本

部
 

6
 

運
営

組
織

（
ス

タ

ッ
フ

）
 

附
属

図
書

館
 

利
用

支
援

課
（
サ

ー
ビ

ス
企

画
係

，
資

料
サ

ー
ビ

ス
係

）
，

e
リ

ソ
ー

ス
サ

ー
ビ

ス
室

（
e

リ
ソ

ー
ス

サ
ポ

ー
ト

係
） 

情
報

統
括

本
部

 
情

報
基

盤
課

（
デ

ジ
タ

ル
ラ

イ
ブ

ラ
リ

担
当

）
 

附
属

図
書

館
雇

用
大

学
院

生
「
図

書
館

学
習

サ
ポ

ー
タ

ー
(C

u
te

r)
」
 

（
C

u
te

r
雇

用
経

費
：
学

内
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
（E

E
P

）
2
/
3
＋

情
報

統
括

本
部

図
書

館
連

携
事

業
室

経
費

1
/
3
）
 

 
 

 
 

 

7
 

利
用

者
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

 

・
L
C

設
置

か
ら

半
年

後
に

来
館

者
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
ニ

ー
ズ

調
査

 

・
L
C

設
置

後
は

利
用

者
を

対
象

に
不

定
期

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

 

8
 

評
価

と
見

直
し

 

・
在

席
数

調
査

及
び

日
常

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

基
に

以
下

を
見

直
し

 

2
年

後
：
 

・座
席

追
加

（
8

席
） 

3
年

後
：
 

・授
業

や
イ

ベ
ン

ト
の

活
性

化
を

ね
ら

い
，

壁
面

一
面

を
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に
改

修
 

 
 

 
 

 
 

・
知

の
交

流
促

進
を

ね
ら

い
，

ピ
ク

チ
ャ

レ
ー

ル
を

設
置

し
て

展
示

機
能

を
追

加
 

 
 

 
 

 
 

・
ス

テ
ー

プ
ラ

ー
等

作
業

用
文

具
類

を
置

い
た

作
業

用
テ

ー
ブ

ル
を

設
置

 

9
 

将
来

像
 

平
成

2
8

年
度

に
一

部
開

館
予

定
の

新
中

央
図

書
館

に
お

い
て

，
「
主

体
的

な
学

び
を

創
出

す
る

図
書

館
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
の

一
つ

に
掲

げ
，

基

本
機

能
に

「
目

的
や

学
習

形
態

，
人

数
に

応
じ

選
択

で
き

る
多

様
な

学
習

ス
ペ

ー
ス

を
提

供
」
「
主

体
的

な
学

び
を

う
み

だ
す

学
習

の
場

の
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

」
等

を
挙

げ
，

10
0
0

㎡
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

を
設

置
予

定
。

移
転

後
は

閉
館

す
る

現
中

央
図

書
館

の
L
C

活
動

実
績

に

基
づ

き
，

新
た

な
「
場

」
で

組
織

連
携

に
よ

る
人

的
支

援
を

拡
充

す
る

こ
と

を
計

画
中

。
ま

た
，

ス
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
バ

ル
A

採
択

大
学

の
国

際
化

拠
点

図
書

館
と

し
て

，
グ

ロ
ー

バ
ル

な
交

流
を

促
す

ス
ペ

ー
ス

や
仕

掛
け

も
計

画
中

。
 

1
0
 

整
備

の
概

要
 

2
0
0
9

年
10

月
に

，
学

内
予

算
（
間

接
経

費
）
に

よ
り

，
参

考
図

書
室

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
ブ

ッ
ク

を
書

庫
へ

移
動

し
，

書
架

を
撤

去
し

た
ス

ペ
ー

ス

（
参

考
図

書
室

の
約

半
分

3
8
3

㎡
）
を

改
修

。
グ

ル
ー

プ
で

使
う

こ
と

を
想

定
し

た
据

置
P

C
1
1

台
，

貸
出

用
P

C
（
タ

ブ
レ

ッ
ト

・
ポ

ー
タ

ブ
ル

も
含

む
）
，

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
用

投
影

ス
ク

リ
ー

ン
，

可
動

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

設
置

。
 

1
1
 

L
C

整
備

の
セ

ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
 

現
中

央
図

書
館

で
は

，
フ

ェ
ー

ズ
の

１
～

３
の

基
本

的
な

整
備

を
行

っ
た

。
国

際
化

拠
点

と
し

て
整

備
さ

れ
る

新
中

央
図

書
館

で
は

，
九

州
大

学

が
も

と
め

る
生

涯
を

通
じ

て
学

び
続

け
る

自
律

的
学

修
者

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ナ
ー

）
の

養
成

に
向

け
て

，
フ

ェ
ー

ズ
４

の
組

織
連

携
に

よ
る

リ
ソ

ー

ス
及

び
人

的
支

援
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。
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（
４

）
L
C

整
備

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
（
詳

細
記

述
）
 

 
2
0
1
5
.3

.3
1
 

九
州

大
学

 
 

 
 

 
 

Ｌ
Ｃ

深
化

・
進

化
・
拡

大
の

方
向

 
A

.運
営

上
の

指
標

 
B

.物
理

的
指

標
 

C
.リ

ソ
ー

ス
上

の
指

標
 

D
.人

的
指

標
 

E
．

A
-
D

に
よ

っ
て

起
こ

る
で

あ
ろ

う
利

用
者

の
学

修
(例

) 
解

説
 

1
 

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
 

図
書

館
に

よ
る

Ｌ
Ｃ

ポ
リ

シ
ー

策
定

 
協

同
学

習
・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必

要
な

ス
ペ

ー
ス

整
備

 

既
存

の
参

考
図

書
を

L
C

内
に

配

置
 

図
書

館
職

員
に

よ
る

レ
フ

ァ
レ

ン

ス
サ

ー
ビ

ス
（
カ

ウ
ン

タ
ー

は
L
C

外
）
，

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
講

習
会

，

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

 

可
動

式
什

器
・
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

を

活
用

し
た

グ
ル

ー
プ

学
習

 

新
た

な
教

育
ニ

ー
ズ

へ
の

図
書

館
の

独
自

対
応

 

 
 

図
書

館
単

独
の

整
備

 
授

業
利

用
申

込
手

順
を

整
備

し
，

図

書
館

W
e
b

サ
イ

ト
や

教
員

ハ
ン

ド
ブ

ッ

ク
に

掲
載

 

協
同

学
習

・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必

要
な

可
動

式
の

什
器

類
の

整
備

 

電
子

リ
ソ

ー
ス

 
グ

ル
ー

プ
で

の
活

発
な

議
論

が
発

生
 

 
 

 
 

 
 

全
館

の
マ

ナ
ー

サ
イ

ン
整

備
（
会

話
・
飲

食
の

可
否

等
）
 

文
献

管
理

ツ
ー

ル
 

図
書

館
主

催
の

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル

や
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

電
源

コ
ン

セ
ン

ト
の

増
設

 

延
長

コ
ー

ド
の

貸
出

 

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

サ
ー

ビ
ス

 

リ
ン

ク
リ

ゾ
ル

バ
 

 
 

 
 

 
 

2
 

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ッ
プ

 
「
学

生
等

主
催

イ
ベ

ン
ト

で
の

図

書
館

施
設

利
用

要
項

」
の

制
定

 

協
同

学
習

・
グ

ル
ー

プ
学

習
・
イ

ベ

ン
ト

に
必

要
な

設
備

の
追

加
 

・
壁

面
全

面
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

 

・
ピ

ク
チ

ャ
ー

レ
ー

ル
 

・
文

具
類

を
置

い
た

作
業

用
テ

ー

ブ
ル

 

W
e
b

上
の

学
習

ガ
イ

ド

（
C

u
te

.G
u
id

e
s）

 

図
書

館
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

（
C

u
te

r）
に

よ
る

人
的

支
援

（
学

習

相
談

デ
ス

ク
は

L
C

外
）
 

・
図

書
館

利
用

教
育

 

・
IC

T
利

用
指

導
 

・
学

習
法

・
解

法
指

導
 

・
学

生
生

活
支

援
 

・
交

流
会

開
催

 

別
の

グ
ル

ー
プ

の
活

動
に

触
発

さ

れ
、

グ
ル

ー
プ

学
習

が
量

・
質

と
も

に
活

性
化

す
る

 

共
同

学
習

空
間

以
外

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
柔

軟
な

対
応

 

 
 

単
独

の
整

備
の

深
化

 
 

 
指

定
図

書
を

L
C

内
に

移
設

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

iP
ad

，
C

h
ro

m
bo

o
k

の
貸

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

複
写

機
で

個
人

P
C

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

か
ら

の
無

線
印

刷
サ

ー
ビ

ス
提

供
 

 
 

 
 

 
 

3
 

サ
ー

ド
ス

テ
ッ

プ
 

他
組

織
と

の
任

意
の

連
携

 
教

育
情

報
シ

ス
テ

ム
の

iM
ac

設

置
（
情

報
統

括
本

部
と

連
携

）
 

教
育

情
報

サ
ー

ビ
ス

 
IC

T
利

用
指

導
（
情

報
統

括
本

部

デ
ジ

タ
ル

ラ
イ

ブ
ラ

リ
担

当
）
 

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

イ
ベ

ン

ト
や

学
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

等
の

開

催
に

よ
り

、
異

な
る

分
野

の
学

生

同
士

の
刺

激
・
交

流
が

生
ま

れ
る

他
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

目

的
の

推
進

 

 
 

他
組

織
と

の
連

携
 

事
務

局
：
企

画
部

，
国

際
部

，
学

務

部
，

施
設

部
，

情
報

統
括

本
部

等
 

無
線

L
A

N
，

有
線

L
A

N
 

統
一

認
証

シ
ス

テ
ム

 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

テ
ラ

シ
ー

等
の

多
様

な
人

的
支

援
 

 
 

 
 

 
 

教
育

研
究

組
織

：
基

幹
教

育
院

，
学

部
，

学
府

，
研

究
院

 
 

 
W

e
b

学
習

シ
ス

テ
ム

 

九
州

大
学

O
C

W
 

他
組

織
に

よ
る

授
業

利
用

，
イ

ベ

ン
ト

開
催

 
 

 
 

 

 
 

 
 

教
材

開
発

セ
ン

タ
ー

 

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
専

攻
 

 
 

英
語

学
習

シ
ス

テ
ム

 
 

 
 

 
 

 

4
 

L
C

の
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

 
他

組
織

と
の

制
度

的
な

連
携

 
多

様
な

目
的

別
学

習
ス

ペ
ー

ス
の

提
供

 

L
M

S
，

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

，
電

子

書
籍

配
信

サ
ー

ビ
ス

 

C
u
te

r
の

T
A

化
（
位

置
付

け
，

経

費
）
 

授
業

と
有

機
的

に
連

携
し

た
授

業

外
学

習
 

学
内

組
織

と
の

連
携

の
制

度

化
 

 
 

教
育

の
一

環
と

な
る

 
事

務
局

：
企

画
部

，
国

際
部

，
学

務

部
，

施
設

部
，

情
報

統
括

本
部

等
 

 
 

S
A

L
C

 
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
支

援
 

日
本

人
学

生
と

留
学

生
と

の
交

流

の
場

と
し

て
定

着
 

 
 

 
 

 
 

教
育

研
究

組
織

：
基

幹
教

育
院

，
学

部
，

学
府

，
研

究
院

 
 

 
英

語
多

読
用

図
書

の
整

備
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
材

開
発

セ
ン

タ
ー

 

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
専

攻
 

 
 

教
材

開
発

 

M
O

O
C
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実践事例普遍化小委員会名簿 

 

平成 25 年度 

 委員長： 内島 秀樹  筑波大学附属図書館情報管理課長 

      豊田 裕昭  東北大学附属図書館情報サービス課長 

      杉田 茂樹  千葉大学附属図書館学術コンテンツ課長 

      長谷川順子  新潟大学学術情報基盤機構附属図書館学術情報サービス課長 

      村田 勝俊  金沢大学情報部情報サービス課長 

      星屋  真  大阪大学附属図書館利用支援課長 

      野村 正人  広島大学図書館図書学術情報普及グループリーダー 

      渡邊 由紀子 九州大学附属図書館利用支援課長 

 

事務局： 岡部 幸祐  名古屋大学附属図書館情報サービス課長 

      黒栁 裕子  名古屋大学附属図書館情報サービス課課長補佐 

 

 

平成 26 年度 

 委員長： 内島 秀樹  神戸大学附属図書館事務部長 

      豊田 裕昭  北海道大学附属図書館利用支援課長 

      細川 聖二  筑波大学附属図書館情報サービス課長 

      杉田 茂樹  千葉大学附属図書館利用支援企画課長 

      長谷川順子  新潟大学学術情報基盤機構附属図書館学術情報サービス課長 

      村田 勝俊  金沢大学情報部情報サービス課長 

      磯谷 峰夫  大阪大学附属図書館利用支援課長 

      渡邊 由紀子 九州大学附属図書館利用支援課長 

アドバイザー： 小山 憲司  日本大学文理学部教授 

 

事務局： 次良丸 章  名古屋大学附属図書館情報サービス課長 

      黒栁 裕子  名古屋大学附属図書館情報サービス課課長補佐 

 

※ 所属は在任期間中のもの 

 

52








	01表紙 - コピー
	02本文
	空白ページ

	03表紙
	空白ページ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20150520155151
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     525
     287
     None
     Up
     42.5197
     0.0000
            
                
         Both
         40
         AllDoc
         74
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     283.4646
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     51
     53
     52
     53
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   2ページから  ページ 32
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 280.63, 53.97 幅 33.36 高さ 26.49 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         32
              

       CurrentAVDoc
          

     280.6303 53.9665 33.3616 26.4931 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     53
     31
     31
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   34ページから  ページ 52
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 536.73, 405.24 幅 26.49 高さ 38.27 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         34
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     536.7299 405.2444 26.4931 38.2678 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     33
     53
     51
     19
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     933
     439
            
                
         111
         CurrentPage
         146
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 2
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 39.69 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         2
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     39.6850
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         CurrentPage
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 2
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 62.36 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         2
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     62.3622
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         CurrentPage
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 2
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 62.36 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         2
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     62.3622
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         CurrentPage
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 2
     フォント: Helvetica 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 62.36 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     H
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         2
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     62.3622
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         CurrentPage
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 2
     フォント: Helvetica 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 65.20 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     H
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         2
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     65.1969
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         CurrentPage
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 291.76, 54.31 幅 14.73 高さ 20.29 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         34
         CurrentPage
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     291.7635 54.3085 14.7273 20.2909 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 53
     フォント: Helvetica 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 65.20 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     H
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         53
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     65.1969
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     52
     52
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 全てのページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         AllDoc
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     52
     53
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 53
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 65.20 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         53
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     65.1969
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     53
     52
     52
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 全てのページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         AllDoc
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     32
     53
     52
     53
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 53
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         53
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     32
     53
     52
     52
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         22
         CurrentPage
         32
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     52
     53
     52
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 288.52, 46.12 幅 43.18 高さ 40.24 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     288.519 46.1194 43.1797 40.2356 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     16
     60
     16
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 238.47, 39.25 幅 89.30 高さ 43.18 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     238.4698 39.2499 89.3035 43.1797 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     17
     60
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   19ページから  ページ 19
     マスク座標:  左下 (255.15 43.18) 右上 (336.61 85.37) ポイント
      

        
     0
     255.1528 43.1754 336.6055 85.3737 
            
                
         19
         SubDoc
         19
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     18
     60
     18
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   18ページから  ページ 18
     マスク座標:  左下 (647.70 181.55) 右上 (648.68 181.55) ポイント
      

        
     0
     647.6956 181.5467 648.677 181.5467 
            
                
         18
         SubDoc
         18
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     18
     60
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 276.74, 34.34 幅 41.22 高さ 41.22 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     276.7427 34.3432 41.217 41.217 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     2
     52
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 270.85, 52.01 幅 54.96 高さ 25.52 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     270.8546 52.0076 54.956 25.5153 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     16
     52
     16
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 261.04, 58.88 幅 60.84 高さ 22.57 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     261.041 58.8771 60.8441 22.5712 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     17
     52
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 249.26, 46.12 幅 80.47 高さ 41.22 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     249.2647 46.1194 80.4713 41.217 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     18
     52
     18
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   20ページから  ページ 20
     マスク座標:  左下 (238.47 39.25) 右上 (363.10 82.43) ポイント
      

        
     0
     238.4698 39.2499 363.1021 82.4297 
            
                
         20
         SubDoc
         20
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     19
     52
     19
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   19ページから  ページ 19
     マスク座標:  左下 (165.85 54.95) 右上 (166.83 54.95) ポイント
      

        
     0
     165.8493 54.9517 166.8307 54.9517 
            
                
         19
         SubDoc
         19
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     19
     52
     18
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 279.69, 39.25 幅 40.24 高さ 40.24 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     279.6868 39.2499 40.2356 40.2356 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     20
     52
     20
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 278.71, 40.23 幅 54.96 高さ 39.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     278.7054 40.2313 54.956 39.2543 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     21
     52
     21
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 265.95, 40.23 幅 60.84 高さ 39.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     265.9478 40.2313 60.8441 39.2543 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     22
     52
     22
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 271.84, 52.99 幅 42.20 高さ 33.37 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     271.8359 52.9889 42.1983 33.3661 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     28
     52
     28
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   1ページから  ページ 1
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 19.84 ポイント
     前置文字列: -  
     後置文字列:   -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
       -
     BC
     -  
     1
     20
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         1
         SubDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     19.8425
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     52
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   1ページから  ページ 1
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         1
         SubDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     52
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   1ページから  ページ 1
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         1
         SubDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     52
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   2ページから  ページ 2
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     2
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         2
         SubDoc
         2
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     52
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 全てのページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         19
         AllDoc
         26
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     52
     51
     52
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   1ページから  ページ 52
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     1
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         1
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     52
     51
     52
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 271.80, 27.58 幅 59.85 高さ 51.02 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     271.7993 27.5835 59.8547 51.0237 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     23
     52
     23
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   24ページから  ページ 24
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     24
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         24
         SubDoc
         24
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     23
     52
     23
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         19
         CurrentPage
         26
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     51
     52
     51
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   52ページから  ページ 52
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     52
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         52
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     51
     52
     51
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   32ページから  ページ 32
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 19.84 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     32
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         32
         SubDoc
         32
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     19.8425
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     52
     31
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         85
         CurrentPage
         158
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     52
     31
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20150604111652
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     525
     287
     None
     Right
     14.1732
     0.0000
            
                
         Both
         67
         AllDoc
         72
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     283.4646
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     52
     51
     52
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   32ページから  ページ 32
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 19.84 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     32
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         32
         SubDoc
         32
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     19.8425
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     52
     31
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲: 現在のページ
      

        
     1
     466
     375
            
                
         85
         CurrentPage
         158
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     52
     31
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   32ページから  ページ 32
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     32
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         32
         SubDoc
         32
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     52
     31
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20150604111652
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     525
     287
     None
     Right
     14.1732
     0.0000
            
                
         Both
         67
         AllDoc
         72
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     283.4646
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     38
     53
     52
     53
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   39ページから  ページ 39
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     38
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         39
         SubDoc
         39
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     38
     53
     38
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   52ページから  ページ 52
     フォント: Times-Roman 11.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 22.68 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
     
     BC
     
     1
     52
     TR
     1
     0
     798
     204
     0
     1
     11.0000
            
                
         Both
         52
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     22.6772
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     51
     52
     51
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 534.63, 384.23 幅 35.08 高さ 60.22 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         28
              

       CurrentAVDoc
          

     534.6308 384.2328 35.0835 60.218 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0e
     QI+ 3
     1
      

        
     37
     52
     37
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





